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第28回海外安全対策会議
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我
が
国
企
業
も
モ
ろ
モ
ろ
国
内
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
国
畷
石
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
資
金
の
婆
し
吉
、
白
本
釡
ぎ
§
,
ま
輪
道
に
よ
れ
撲
臼
本
の

血
外
を
問
わ
ず
企
業
の
あ
ら
ゆ
組
愛
主
に
イ
雰
ロ
ギ
ー
を
中
得
を
至
の
目
的
と
す
る
な
ら
、

1

三
る
安
全
を
確
保
す
る
奮
に
、
コ
.
心
に
結
び
つ
い
て
い
張
ソ
連
ま
さ
に
日
本
釡
蓬
は
狸
の
;
、
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
。

い
一
一
方
、
伺
内
冨
余
壽
故

/
ー
ポ
レ
ー
ト
.
セ
キ
ユ
リ
テ
ィ
ー
協
壊
や
真
需
国
の
民
主
化
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
得
る
。
と
し
た
誰
が
よ
号
冥
遇
激

.

を
薪
に
考
先
る
べ
一
磊
期
に
来
冷
幾
造
の
崩
壊
な
ど
に
よ
り
、
疹
、
こ
れ
ま
で
は
泥
組
楓
に
な
ぞ
い
る
。
園
内
の
過
激
派

愛
力
団
や
総
会
虚
が
日
本
企
業
の

海
外
払
点
や
日
黍
菜
を
対
穩

民
弄
入
暴
力
を
始
め
て
い
る
と

い
う
。
ま
さ
に
犯
卵
の
ボ
ー
ダ
ー

て
ぃ
る
。
モ
し
て
、
擬
の
テ
ロ
超
器
の
萎
編
る
こ
害
 
1
 
は
、
笈
器
雷
蔆
壽
レ
ス
諺
代
で
宏
。

ー
げ
、
闘
宅
行
ぞ
い
る
が
、
従

我
が
国
企
業
は
と
れ
ら
に
対
応

1
た
。
し
か
し
今
来
は
駅
す
る
政
府
施
設
や
政
府
す
る
た
め
の
安
全
対
策
を
誠
じ
て

要
人
が
攻
那
の
対
象
で
あ
っ
た
.
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
と

し
一

の
之
め
の
ぢ
し
か
し
整
残
灸
こ
れ
ら
の
よ
う
な
環
境
の
詣
も
か
か

わ
ら
ず
、
企
柴
サ
イ
ド
は
湿
わ

内
外
情
勢
の
把
握
必
要

ら
ず
セ
キ
斗
り
テ
ィ
ー
に
禽
心
.

で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
企
業
を

対
蚊
と
し
た
犯
卵
な
ど
は
国
内
の

.
卑

;

.

.

J
O

了

i

)

・
過
激
派
の
動

」
.

轟
熊
企
業
の
安
全
考
え
る
時

、

団
や
総
会
屋
の

状
況
に
至
る
ま
マ
企
業
の
安
全

如
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
一

元
的
に
把
遅
分
析
し
、
企
業
や

貰
を
守
る
た
め
の
安
全
対
委

講
じ
て
い
く
必
系
あ
る
と
考
凡

る
。
最
近
の
累
テ
ロ
情
勢
を
考
え

ル
カ
の
点
で
妻
め
賀
が
な
か
し
と
の
よ
う
な
時
代
に
な
尾
と
い
献
羅
一
,
.
、
'

,
●
冒
:
.
冒
,
.
●
畔
●
一

、
'
.
"
.
、
.
 
H
 
.
、

レ

、

、
゛
;
キ

・
間
〆

:
冒

、

予
淫
れ
る
。
。
イ
デ
言
ギ
ー
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
犯
卵
綴
と
兵
ゐ
攻
駄
対
故
に
駅
企
業
響
ま
事
情
と
海
外
の
惰
勢
と
が
嘉
に

で
は
飯
が
食
え
な
い
0
と
い
う
状
器
と
量
を
持
っ
た
テ
ロ
粗
織
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
最
初
終
み
合
っ
て
発
生
す
る
時
稽
な

況
に
あ
る
彼
是
曾
の
が
。
釜
を
媒
介
化
し
美
は
航
鴛
の
企
業
や
建
設
元
請
っ
て
き
て
實
自
社
を
守
る
に

た
め
の
資
金
簿
活
動
に
冕
起
に
忙
連
携
す
る
こ
と
力
さ
け
な
ど
の
代
表
的
な
企
業
倫
設
は
復
雑
編
み
合
う
国
内
の
状
況

な
る
の
は
明
忌
で
あ
る
。
ゑ
農
テ
ロ
組
授
中
稟
や
響
暴
対
象
で
あ
っ
た
が
、
最
と
海
外
の
状
況
と
を
的
確
指
遍

こ
れ
ま
で
、
臼
本
(
企
ぎ
が
や
ア
ジ
ア
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
麻
薬
近
で
は
下
諄
、
孫
請
霊
梨
や
し
、
総
合
的
に
酬
し
て
い
く
こ

国
際
テ
ロ
の
タ
ー
ゲ
ヅ
ト
に
あ
ま
組
繩
と
結
っ
く
、
マ
ワ
イ
ア
と
建
設
貫
賀
墾
L
力
】
に
ま
と
が
必
要
で
あ
る
。

り
な
急
か
っ
た
の
は
、
臼
本
谷
桔
び
つ
く
、
そ
し
て
資
獲
得
の
で
対
凱
が
拡
大
し
、
ま
さ
に
ど
の
飼
団
法
人
<
婁
政
策
調
棄
会

た
め
の
脅
迫
や
誘
拐
定
厘
制
企
業
楚
わ
れ
て
も
霜
か
し
く
な
海
外
安
全
対
筵
孟

業
)
を
狙
っ
て
も
政
治
的
ア
ピ
】

ヤ

分
析
主
巽
振
橋
・
功
)
:



2010年10月26日毎日新聞朝刊

1

APEC警備を支えるテロ対策専門家
いたぱし し'、C 1ヨ

ゞ

ひ
と

-2-

)5(ん工

「
3
0
0
0
人
が
死
ん
だ

§
・
Ⅱ
米
同
時
多
発
)
テ

口
を
利
用
し
た
チ
エ
イ
ニ
ー

(
前
米
副
大
統
領
)
の
戦
争
」
。

8
月
に
ょ
う
や
く
米
軍
戦
闘

部
隊
が
撤
退
し
た
対
イ
ラ
ク

戦
争
を
こ
き
下
ろ
す
。

日
本
に
詩
け
る
数
少
な
い

テ
ロ
対
策
の
専
門
家
。
Ⅱ
月

W
S
H
日
に
横
浜
で
開
か
れ

る
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力

会
議
(
A
P
E
S
 
閣
僚
会

識
首
脳
会
議
の
警
備
を
裏

方
と
し
て
支
え
る
。

慶
応
大
大
学
院
で
謹
教

授
だ
っ
た
加
藤
寛
氏
(
現
嘉

悦
大
学
長
)
の
勧
め
で
釘
年
、

歴
代
内
閣
プ
レ
ー
ン
が
集
ま

つ
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
社
会

工
学
研
究
所
」
入
り
。
羽
美

橋板
腿

警
察
庁
所
管
の
財
団
法
人

「
公
共
政
策
調
査
き
に
移

つ
た
。
潟
外
駐
在
員
の
安

全
対
筵
を
研
究
テ
]
マ
に

臼
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
誘
拐

事
件
の
調
査
で
タ
イ
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
出
向
き
後
の
テ

口
研
究
に
つ
な
が
っ
た
。

侃
年
3
月
に
同
調
査
会
が

出
し
た
ビ
デ
オ
「
也
界
の
テ

口
情
塾
で
ア
ル
カ
イ
ダ
と

ウ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
容

疑
者
を
取
り
上
げ
警
告
。
そ

,
軍
,

.
、
、
^
.
1
一
Y
r
.

＼
、
、
、
゛

y
風

1

一
鯵
'
"

、

れ
だ
け
に
半
年
後
旅
客
機

が
高
層
ビ
ル
に
突
っ
込
ん
だ

瞬
閲
「
し
ま
っ
た
、
や
ら

れ
た
」
と
顔
を
ゆ
が
め
た
。

デ
ル
カ
イ
ダ
と
無
関
係

の
イ
ラ
ク
に
米
国
が
攻
め
込

ん
だ
の
は
(
田
年
四
湾
岸

戦
争
の
『
怨
念
』
。
同
戦
争

当
時
国
防
長
宮
だ
っ
た
チ
エ

イ
ニ
】
は
『
バ
グ
ダ
ッ
ド
ま

で
行
け
亘
と
思
っ
た
の
に

実
現
し
な
か
っ
た
。
m
年
の

ブ
ツ
シ
ユ
政
権
発
足
時
か
ら

『
戦
争
あ
の
き
』
で
、
畠
分

た
ち
が
や
り
た
い
撃
を
や

つ
た
。
そ
れ
が
許
せ
な
い
」

テ
ロ
対
策
に
は
何
が
有
効

な
の
か
。
「
テ
ロ
に
走
る
動

機
の
多
く
は
疎
外
感
。
こ
れ

は
警
察
だ
け
で
は
対
応
で
き

な
い
。
結
局
は
教
育
な
ん
だ

と
思
っ
」
文
・
松
下
英
志

写
真
・
塩
入
正
夫

畏

,
"
゛
一

匂
1

懇
■
工

査
員
空
 
0

調
委
航
務

、
・
纂
力
省
兼

政
子
通
ど

共
原
交
な

公
 
0
士
員

0
長
国
委

f
 
身
室
や
の

'
出
究
員
会

県
研
委
討

木
1
門
検

栃
第
専
安

会
会
保

§
「



"

凡

日
本
へ
の
テ
ロ
に
ど
、
つ
備
え
る
か

2
0
1
9
年
、
 
2
0
2
0
年
の
セ
キ
ユ
リ
テ
ィ
を
考
え
る

,
エ
、

ノ
ー
、゛,
.
、
,
、

、
、

,
一
"

'

ノ

f戸.

゛

、

F
,

6

一

最
近
の
テ
ロ
は
、
答
備
公
安
マ
タ
ー
で
は
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
交
通
や
也
域
、
生
活

安
全
な
ど
を
含
め
た
治
安
機
関
に
よ
る
総
合
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
最
近
、

テ
ロ
は
治
安
機
関
の
み
で
は
防
げ
な
い
橋
造
で
発
生
し
て
お
り
、
他
機
関
と
の
連
携
、
再
案

者
や
市
民
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ビ
ン
の
テ
ロ
リ
ス
ト
の
ア
ジ
ト
は
、
小
火
で
駆
け
つ
け
た
消
防
隊
員
が
そ
の
異
変

に
気
付
い
た
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
エ
ア
ボ
ー
ト
を
狙
っ
た
テ
ロ
未
遂
事
件
で
は
、
テ
ロ
リ
ス

ト
が
カ
ナ
ダ
か
ら
入
国
す
る
際
に
入
国
管
理
官
が
気
付
い
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ロ
未
遂
事
牛

で
は
、
救
急
隊
員
が
不
審
車
両
に
気
付
い
た
。
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
,
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
で
の

テ
ロ
未
遂
事
件
で
は
、
露
天
商
が
不
審
車
両
に
気
付
き
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
1
0

以
下
に
述
べ
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
營
察
官
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
で
あ
る
0

2
0
1
9
年
敬
儒
問
題

皆
さ
ん
は
、
 
2
0
2
0
午
の
塞
尿
オ

リ
ン
ビ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
た
警
備
が
関
、
心
事
で
あ
る
っ
。
し
か

し
な
が
ら
、
す
で
に
警
備
イ
ヤ
ー
ズ
は

始
ま
0
て
い
る
の
で
あ
る
0
 
2
0
1
9

年
は
、
我
が
国
に
お
い
て
国
家
釣
、
風

際
的
な
ビ
ッ
グ
ィ
ベ
ン
ト
が
羽
白
艸
し

で
あ
る
黍
1
・
鳶
)
。

新
π
号
が
4
月
1
口
に
「
厶
備
」
と

決
ま
つ
た
が
、
 
4
打
か
ら
5
月
に
か
け

リ

4

公
益
財
団
法
人

公
共
政
箭
真
本
那
九
セ
ン
タ
ー
長

板
橋
功

ー
ー

こ

て
夫
雫
陛
下
の
御
退
位
及
び
皇
太
子
殿

下
の
御
即
位
倫
う
諸
儀
式
や
行
事
が

琳
ξ
れ
る
0

ま
た
、
 
6
丹
に
は
火
阪
で
G
肋
サ

ミ
ッ
ト
カ
開
俳
さ
れ
司
部
の
同
の
荷

脳
や
国
憐
例
の
代
表
者
の
来
口
が
見

込
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
関
述
の
閣
催
級

会
合
も
、
北
は
北
霊
か
ら
南
は
糯
岡

県
、
全
凶
8
つ
の
市
町
で
剖
催
さ
れ
る

汝
止
で
あ
り
、
 
8
月
に
は
杣
奈
川
N
慮

浜
市
に
お
い
て
ア
フ
り
力
開
発
会
議

{
T
1
C
A
D
7
)
が
W
、
れ
、
ア
フ

り
力
諸
国
か
ら
首
脳
が
来
H
す
る
予
雄

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
 
9
月
か
ら
Ⅱ
月
に
か
け
て

は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ヅ
プ

2
0
]
9
Ⅱ
本
火
会
が
粂
風
謡
都
市
で

約
1
力
乃
半
に
わ
た
り
開
崔
さ
れ
る
ヂ

・
延
と
な
つ
て
い
る

そ
し
て
、
川
打
に
は
皇
^
子
殿
下
の

御
即
位
関
迎
の
儀
式
と
し
て
、
即
位
礼

正
殿
の
儀
や
谷
御
列
の
儀
な
七
が
行

わ
れ
、
 
4
6
国
か
、
ン
姦
四
艮
轍
の

.
斐
人
の
来
H
が
ー
れ
て
お
り
、
今
年

奘
の
弩
1
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
Ⅱ
月
に
は
火
嘗
祭
が
行
わ
れ

る
王
形
で
あ
る
。
加
え
て
Ⅱ
"
末
に
は

ロ
ー
^
^
.
^
^
^
"
し
、
^
・
^
・
^
^

紡
問
な
ど
が
予
延
さ
れ
て
い
る
と
誓

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
坐
示
2
0
2
0
 
〔
才
リ

ン
ビ
ッ
ケ
・
バ
ラ
リ
ン
ビ
ッ
ク
)

に
鬨

述
し
て
、
,
蒜
競
技
の
テ
ス
ト
イ
ベ
ン

h
治
作
や
関
迎
団
体
至
俳
L
た

、

、諦
行
亊
や
イ
ベ
ン
ト
立
上
同
芥
地
で
削

讐
れ
る
。

こ
の
よ
、
0
に
、
 
2
0
1
9
午
は
、
ま

さ
に
魯
戒
・
芹
倆
を
必
要
と
す
る
詞
家

的
.
作
際
的
に
電
映
な
一
打
弓
か
目
,
H
詞

.図

儀」

し
で
あ
る
。
年
^
明
け
た
2
0
2
0
年

の
3
打
に
は
聖
火
り
レ
ー
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
側
会
式
が
村
わ
れ
る
7
月
別
Π

ま
で
1
2
]
日
Ⅲ
に
わ
た
父
十
R
サ
地

を
り
レ
ー
す
る
こ
と
に
な
る
。

手

ー
ー

「
日
本
」
へ
の

テ
ロ
の
脅
威
の
上
昇

訂
呈
し
た
2
0
1
9
年
の
我
が
岡
に

お
け
る
村
沙
く
国
祭
竹
ル
永
豹
な
打

唖
は
、
国
際
的
な
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
々
.
ま
た
、

こ
れ
か
ら
多
く
の
予
算
を
か
け
て
来
尿

オ
リ
ン
,
ヒ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ヅ
ケ
を

Ⅲ
界
に
対
し
て
穰
的
に
広
繊
す
る
こ

と
こ
な
る

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
す
で
に
世
界
小
の

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
、
「
T
O
K
Y
O

を
め
ざ
す
」
と
.
角
0
て
い
る
わ
け
で
あ

り
、
-
 
T
O
K
Y
0
」
と
い
、
つ
ヨ
"
柴
Ⅲ

界
小
て
"
備
が
に
吏
わ
れ
て
し
る

す
な
わ
ち
、
世
界
に
お
い
て
、し

「
J
A
P
A
N
」
や
「
T
O
K
Y
0
」
の

鴛
川
度
が
高
ま
0
て
き
て
い
る
わ
け
で

あ
り
、
Π
木
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
〔
世
界
に

お
け
る
臼
木
の
存
在
嘘
は
2
0
2
0

梨営尖月
日
1
5

、

瓢ワールド.ナウテロ,情勢一肱新世界のテ0半イ'

4月30日

●...囲

5月1日

退位礼正殿の儀

5月4日

吋五しとうし」,吋い

即位後朝見の儀剣璽等承継の儀、

5月下旬

6月28日、 G20大阪サミツト
(他、各地で大臣級会合)29日

新天皇即位を祝う一般参賀

アメリカ合衆国トランプ大統領来日

8月28日
~釦日

ぢ再三テ'

第7回アフり力開発会議
(TICAD7 横浜)

10月22日

ラプビーワールドカップ2019

即位礼正殿の儀、

1819 展舟N脚γ2019

の淘岸沿いの道路でもテロカ艇こった(フランス・ニース)

,か

"'i

1局生、勺.T・'畔ヤ

、
^

、ー

■'

ιイ3」,2019/亙顔IN

,..、.

Ξ=

祝賀御



年
に
向
け
て
ど
ん
ど
ん
と
上
昇
L
て
い

く
こ
と
に
な
る
0

そ
の
一
力
で
、
貌
派
親
織
1
S
な

ど
は
、
日
本
を
タ
ー
ゲ
ツ
ト
と
し
て
名

¥
し
し
一
L
い
る
0
 
2
0
1
5
年
1
H
に

発
生
し
た
゛
ば
派
,
[
乱
1
S
に
よ
る
邦

人
ム
"
魯
,
判
て
は
「
厶
禳
も
川
リ

を
問
わ
ず
日
本
人
を
殺
沓
す
る
」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
て
い
る
〔
表
2
参

哩さ
ら
に
、
彼
ら
の
機
関
誌
で
あ
る

「
D
A
B
1
Q
」
一
ダ
ー
ビ
ク
)
窟
で
は
、

し
ぱ
し
ば
「
日
本
は
タ
ー
ゲ
ツ
ト
で
島

る
」
旨
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
帳
し
て
い

る
0
彼
ら
が
一
万
陶
に
日
全
L
タ
ー
ゲ
ツ

ト
視
し
て
い
る
力
け
で
あ
る
が
、
彼
ら

の
機
関
紘
は
オ
ン
ラ
イ
ン
雑
曹
あ
る

た
め
、
川
界
巾
の
多
く
の
テ
ロ
リ
ス
ト

や
テ
ロ
リ
ス
ト
予
備
箪
が
見
て
お
り
、

彼
ら
は
"
査
」
タ
ー
ゲ
ッ
ト
視
し
て
い

る
ー
が
高
い
。

ま
た
、
ア
ル
カ
イ
ダ
も
、
こ
れ
ま
で

に
日
本
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
旨
の
声

明
を
出
し
て
い
る
。

2
0
1
9
年
の
我
が
国
に
お
け
る
相

次
ぐ
哩
勝
赦
凶
家
的
な
慕
や
東
京

2
0
2
0
に
開
す
る
慢
道
も
ま
た
、
テ

死人

■■

ロ
リ
ス
ト
や
テ
ロ
リ
ス
ト
予
備
曾
目

に
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
コ

す
な
わ
ち
、
門
ポ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
化

と
国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
ヒ
昇
は

4
日
本
椛
益
も
含
め
て
、
風
内
外
に

お
い
て
「
Ⅱ
本
」
へ
の
テ
ロ
の
脅
威
が

高
ま
る
こ
と
を
意
眛
し
て
お
り
、
こ
れ

は
 
2
0
2
0
午
の
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
る
ま
で
低
ド
す

る
こ
レ
ほ
六
十
い
む

=冒

月
月

年
年
甥
町

テ
ロ
リ
ス
ト
予
備
舉
」
探
知
L
に
く
い

榊
迭
で
テ
ロ
が
発
牛
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。テ
ロ
雛
ホ
と
し
て
、
従
町
で
あ
っ

た
逓
信
妓
ス
や
お
と
り
捜
杏
な
ど
の
手

法
も
、
ゆ
え
に
各
国
の
当
局
も
、
極
め

て
対
応
が
劃
雄
な
の
が
ー
゛
で
あ
る
。

従
来
の
テ
ロ
釧
雛
は
支
配
地
域
や
そ

の
周
辺
、
さ
ら
に
は
支
配
地
か
ら
都
Ⅲ

に
川
て
行
っ
て
テ
ロ
を
行
っ
て
い
た

す
な
わ
ち
、
師
や
線
の
展
開
で
テ
ロ
を

行
0
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
最
近
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

発
述
に
ょ
り
、
而
や
線
で
の
広
が
り
で

は
な
气
卜
肌
で
の
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
い
H
の
広
が
り
と

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
川
し
た

S
N
S
や
過
激
な
W
 
e
b
サ
イ
ト

テ
ロ
雜
織
の
オ
ン
ラ
イ
ン
朧
倒
誌
な
ど

を
通
し
て
継
化
し
、
テ
ロ
を
突
行
す

る
わ
け
で
あ
"
;
鞭
的
な
繋
が
り
が

な
く
、
肌
が
テ
ロ
リ
ス
ト
に
な
る
か
分

か
ら
な
い
、
ま
さ
に
点
の
麗
聞
で
あ
る

す
な
わ
ち
、
沈
は
ど
こ
で
テ
ロ
が
兆

生
す
る
の
か
令
く
予
洲
が
つ
か
ず
、
米

然
の
抑
止
が
極
め
て
雌
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
'
た
り
た
]
人
で
も
過
激

排
の
傑
テ
ロ
の

3
つ
の
裁

7月年00

犠
1

探
知
し
難
い
テ
ロ
リ
ス
ト

S
面
・
線
か
ら
点
の
展
開
へ
S

ム
,
や
世
界
中
ど
こ
で
で
も
テ
ロ
が
起

こ
る
綱
途
に
な
0
て
い
る
,
し
か
も
厄

介
な
の
は
、
た
っ
た
1
人
で
過
激
化
し

た
り
三
ー
ン
ウ
ル
ワ
}
、
ご
く
知
卿
問

で
過
激
化
し
て
テ
ロ
を
災
行
し
た
り
す

る
こ
L
」
か
ら
、
テ
ロ
リ
ス
ト
が
ど
こ
に

い
る
の
か
、
誰
が
テ
ロ
リ
ス
ト
な
の
か
、

誕
が
テ
ロ
リ
ス
ト
に
な
る
の
か
が
分
か

ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
テ
ロ
リ
ス
ト
や

化
し
た
人
物
が
い
れ
ぱ
、
世
界
巾
の
ど

の
剛
で
も
テ
ロ
が
起
こ
る
わ
け
で
島
り
、

e
t
W
で
は
な
い
。

纏
2

狙
わ
れ
る
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト

溌
近
の
テ
ロ
郭
件
で
は
、
ソ
フ
ト
タ
ー

ゲ
ツ
ト
、
!
リ
数
の
住
籍
の
夕
田
人

が
染
ま
る
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
犯
わ

れ
て
い
る
、
、

ト
ル
コ
や
べ
ル
ギ
ー
の
テ
ロ
斑
件
で

は
、
多
く
の
外
国
人
が
染
ま
る
空
港
が

川
わ
れ
た
ま
た
、
ベ
ル
ギ
ー
の
テ
ロ

で
は
、
 
E
U
加
Ⅷ
各
川
か
ら
の
ス
タ
ッ

フ
か
判
半
る
E
U
木
凱
似
近
の
地
1

鉄
の
駅
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
0
た
,
さ

ら
に
、
ト
ル
コ
や
チ
ユ
ニ
ジ
ア
、
フ
ラ

ン
ス
・
ニ
ー
ス
の
テ
ロ
で
は
Ⅲ
繋
継

や
狐
深
的
な
観
光
地
、
り
ゾ
ー
ト
地
か

タ
ー
ゲ
ッ
ト
七
な
0
た
,

こ
れ
ら
は
多
く
の
外
詞
人
が
染
ま
る

場
所
で
あ
り
、
現
に
多
く
の
外
W
人
が

こ
れ
゛
ノ
の
テ
ロ
の
蛾
牲
ど
な
0
た
凸
左

ぜ
こ
の
よ
、
0
な
場
所
が
肌
わ
れ
る
か
と

.
H
え
ぱ
、
兆
牛
地
ぱ
か
り
で
な
又
挑

靴
芥
か
川
た
W
の
メ
デ
ィ
ア
や
C
N
N
、

B
B
C
な
ど
の
岡
際
的
メ
デ
ィ
ア
で
も

火
き
く
R
り
卜
け
、
"
れ
る
こ
と
に
な
り
、

小
件
力
皿
界
に
上
ナ
え
る
イ
ン
ハ
ケ
ト
が

火
き
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
、
り
な
効
巣
を
犯
0
て
、
複
数

の
倒
の
外
圃
人
が
染
ま
る
よ
、
0
な
、
焦

備
が
必
ず
し
も
厳
飛
で
は
な
く
、
小
打

・
延
多
数
が
利
川
す
る
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ

ト
意
前
的
に
川
0
て
い
る
可
能
竹
か

*
向
い
,

オ
リ
ン
ピ
ッ
ケ
,
パ
ラ
リ
ン
ビ
ッ

ク
は
、
多
く
の
叫
籍
の
外
岡
人
が
多
放

染
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
、
"
、

ト
分
六
興
戚
が
必
要
で
あ
る レ

;
,

竝
近
で
は
、
テ
ロ
の
予
段
が
多
様
化

し
、
容
易
な
4
L
へ
と
変
容
し
て
い
る

加
刈
制
で
過
激
化
L
た
テ
ロ
リ
ス
ト
カ

身
近
に
あ
二
郭
易
に
人
乎
で
き
る
水

両
や
刃
物
銑
肌
制
の
緩
い
川
な
ど
で

は
紗
排
を
吏
Ⅱ
し
た
り
Ⅲ
販
の
物
質

等
を
●
Ⅱ
し
て
餉
ず
に
竹
れ
る
予
沙
0

爆
発
物
子
E
D
〕
を
仙
0
た
り
し
た

テ
ロ
Ⅲ
件
が
繁
し
て
い
る

と
り
わ
け
 
2
0
1
6
午
の
フ
ラ
ン

犠
3

手
段
の
多
様
化
、
容
易
化

■ワールド.ナウテロ・1盲"ト^肱新少界のテロ半仙

ク1 局i'五リ財卯2019

1993年ユ月26日

1994年2月11日

7998年8月フ日

="

1999年8月お日

米国・ニユーヨーク世界貿易センターピル塚破テロ事件

諭日

17円

12貝 2四日

2001年9月11日

フィリピン航空機内爆弾テロ事件とボジンカ計画

在パキスタンエジプト大使館塚弾テロ事件

2002年伯月12日.インドネシア・バリ島ディスコ螺弭テロ事件

エジプト・ルクソール外田人観光客典宰テロ平件

2m3年

在ケニア・タンザニア米国大使館探破テロ事件

キルギス・」1CA職員誘拐事件

5月12日 1リウジアラビア・りヤド外国人居住区塚弾テロ寧件日本人3人魚傷
^「「■一ーー「一^「〒^^冒^ー^^^^^^^^^

8月19日;イラク・バクダット国迎事務所爆翌テロ事件昌本人1人負煽

インディアン航空犠ハイジャック事件

米国同時多発テロ事件日本人24人死亡

._「__1王月_^イラク ファルージャ近辺ジャーナリスト按致事件

29日 1イラク・ティクリート日本人外交官2人射殺事件"月

4弓 24日

1イラク・パグダッド西方ボランティア等竝致事件

5月27日

5月29日

2005年7月7日

,.披出枦,兆"" i

9月9B

ペルシャ湾におけるタンカー技蝉事件

10月26日

セブから措乗した日本人出張者1

イラク・パグダッド郊外ジャーナリスト2人殺害事件

埋風で日本大使館・公邸か破損、大使縮呉3

人負但________.______■

サウジ子ラビ),・アルホバル外国人屈住施設等袈軍・
人質事件

10月1日

日本人10人死亡、1 人負傷

インドネシア・ジャカルタ憙六使館前塚弾テロ事件

3月

8月

日=人1 人督傷

イラクロ本人笊行者捗致・穀害事件

2引0年7月28日

JICA派辿の専門家4人誘拐され、10月

25eR全員鼠事鮭放゜ q
日本人胡光客1人か、悟乗、 8日問拘東される

英国・ロンドン同時多発テロ亊件

15日

26日

2013年1月16日アルジエリア・イナメナス天然ガスr'Q製撃・占拠事件

Π月26巳

インドネシア,パリ島連続塚弾テロ亊件

1シリア,遅融派粗織巧による邦人人凹殺害串件;2015年1月~ユ月

パキスタン・イスラマバード飲良店爆騨テロ事件

テフナ"ニスタジ・貞弓'0 (ベシャワール会)耽員誘]屶

13人負悍1日本人2人死亡、

殺害事件

インド・ムンパイ同時多発テロ箏件

邑9!旦,L旦月2?日べルギー・ブリユツセル連続テロ事件 1日木人2人典母ト
1 7月旧 iバングラデシュ,タ'*カレストラン雲撃人賃事件'日本人7人死亡、1人負恢 j

1チュニジア・バルド国立博物館製撃テロ事件3月旧日

ホルムズ海峻オマーン舶河・タンカー破損事件

10月3日

3人無事解放

2人無事解放

バングラデシニ邦人射殺事件

日本邸飴の大型石油タンカーが披弾、損低

日木人嵜在員宅が髪撃される

田本人1 人幌倶

日本人1人死亡

日本人1 人が聾偶

日本人1人死亡、 4 人負悔

共同通信記者2人典傷

日本人1人死

加y即19!磁影 20

日本人1人死亡、1人良儁

三本人10人死亡

日ホ人?人死亡

日本人3人死亡、 3人負傷

!日平人 1 人死亡



ス
.
ニ
ー
ス
で
の
テ
ロ
事
件
以
斥

ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ケ
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
ル
セ

ロ
ナ
、
ベ
ル
リ
ン
な
ど
の
火
都
市
に
お

い
て
、
屯
型
入
テ
ロ
が
頻
発
し
て
い
る
、

花
火
火
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ツ

ト
な
ど
が
犯
わ
れ
た
状
況
に
か
ん
が
み

る
と
、
多
く
の
人
が
染
ま
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
や
御
光
地
、
染
客
施
設
や
火
規

模
な
駅
の
周
辺
な
ど
に
お
い
て
は
、
ポ

ラ
ー
ド
一
Φ
め
〕
の
設
券
ど
の
対

簗
や
郷
戒
が
必
斐
で
あ
る
委
ミ
 
4

倫
゛
。

日
禽
内
に
お
け
る

ロ
ー
ン
ウ
ル
フ
型
の

テ
ロ
類
似
犯
罪
の
増
加

一
一■

一

.

最
近
、
Π
本
に
お
い
て
は
口
ー
ン
ウ

ル
フ
刑
の
テ
ロ
に
類
似
し
た
犯
非
が
続

発
し
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
よ
、
?
、

2
0
0
2
年
高
校
生
が
棗
の
ゆ
り

か
も
め
国
際
展
示
場
駅
に
T
A
T
P

(
謬
化
ア
セ
ト
ン
〕
を
仕
畏
け
て
爆

破
し
た
事
件

2
0
0
7
町
5
、
6
月
小
・
y
^
他

武
線
で
T
A
T
P
を
仙
い
朝
の
ラ
ツ

日
日
一
、

日
日
,
一

月
月
峅

0
 
2
 
'

年
年
空

フ
フ
0
 
,
ー

ι
 
2
 
一
訂

★
六
一
★

■

河

シ
ユ
時
に
列
事
犠
し
よ
、
0
と
し
た

市
件

2
0
0
8
圷
6
N
 
向
到
御
と
刃
物

を
川
い
て
盡
人
岸
得
し
た
秋
葉
瓜

郡20
0
8
卸
9
月
・
呈
居
に
火
薬
を

詰
め
た
講
火
器
を
唯
ち
込
み
、
ま
た
、

大
鼠
の
燃
発
物
を
神
奈
川
旧
鴛
市
の

海
に
叢
し
て
い
た
ー

2
0
1
5
年
4
月
^
蹴
の
攻
^
性

惣
H
空
,
U
ん
だ
士
を
ド
ロ
ー
ン
で
゛
帖

{
r
吋
に
帯
1
さ
せ
た
町
付

・
 
2
0
1
5
午
6
打
東
海
近
新
幹
線

の
先
唖
ホ
両
で
悦
り
M
段
を
圃
っ
た
亊

■

2
0
1
9
年
元
旦
東
京
の
原
循
・

竹
ド
通
り
に
お
け
る
車
臣
走
功
付

こ
れ
ら
の
事
件
は
テ
ロ
Ⅲ
件
と
は

一
.
話
え
な
い
が
、
テ
ロ
と
岡
様
な
紙
県
を

招
く
お
そ
れ
の
あ
る
テ
ロ
に
類
似
し
た

瓣
非
で
あ
る
、

し
か
も
,
こ
、
つ
し
た
小
件
の
ほ
と
ん

ど
が
、
た
っ
た
1
人
で
計
血
、
突
行
す

る
口
ー
ン
ウ
ル
フ
型
の
犯
罪
で
あ
り
、

米
然
に
探
知
し
、
防
ぐ
の
が
俳
L
い
、

こ
の
よ
、
0
に
、
我
^
凶
に
お
い
て
、
ロ
ー

ン
ウ
ル
フ
型
の
テ
ロ
の
脅
威
も
す
ぐ
そ

こ
長
し
迫
0
て
い
る
と
認
識
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。

一
一

,
.f2

0
1
5
年
Ⅱ
打
手
製
の
^
兆
物

に
ょ
"
姑
W
内
の
建
務
を
殻

し
た
禅

2
0
1
6
 
十
^
ー
^
オ
n
!
1
排
・
叩
"

市
の
公
園
で
罷
物
系
発
さ
せ
た
述

様
発
・
靴
人
張
脈
件

2
0
1
6
乍
謡
村
波
山
ト
ロ
N
多
口
見

市
で
T
A
丁
P
を
製
逃
し
た
樺

2
0
]
8
如
6
Ⅱ
東
海
逝
新
幹
線

内
で
党
条
件

2
0
1
8
年
8
珂
゛
庁
県
の
大
パ
」

牛
に
ょ
る
T
A
T
P
符
厶
凱
乎
件

重

C
節
鰹
術
の
重
点

2
0
0
8
ザ
に
Ⅱ
'
で
・
W
さ
れ
た

北
掘
H
一
県
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
二
正

Ⅷ
作
靴
の
辨
備
が
行
わ
れ
た
,
こ
れ
は
、

2
0
0
-
3
午
の
英
国
・
グ
レ
ン
イ
ー
グ

ル
ズ
e
ミ
ッ
ト
の
俳
悍
"
に
酋
緋
の

ロ
ン
ド
ン
で
岡
畊
多
発
テ
ロ
Ⅲ
件
が
発

生
し
た
た
め
で
あ
る
.
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Ⅱ
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事
件
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で
の
テ
ロ
事
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さ
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櫛
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砧

陛
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仲
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冒
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仲
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レ
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↓
ツ

年
年
"

5
 
5
 
5

扣
加
帥

★

一
一
1

ヨ
事
一
リ
件
ン
一
・
ヤ
エ
メ

ス
咽
二
弛
,
一
丁
口
.
-
 
0
 
ス
マ
ロ
ロ

ン
ロ
一
・
探
ツ
入
・
件
エ
テ
.
ン
・
・
ナ

ラ
テ
田
國
イ
突
皿
羽
ウ
ユ
う
田
一
国
撃

ワ
吉
米
地
ド
河
萸
ロ
ス
芙
ラ
英
件
一
英
醒

ノ

6
-
 
6
 
0
 
1
 
-
 
2
 
1
 
ー

器
§
"

^
一
一
一
一
^
.
、

宵
★
青
★

豊ワーールド.ナウテロ十青窃、^最新世界のテd乎枡

★2016年7月14E フランス・ニース花火大会車両突入テロ事件
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★コ016年ア月2de

χ】1b年7月26日

★幼16年9月りヨ

゛N16任12月19日

ドイッ.バイエルン州音楽祭会月付近自塚テ
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ネ)17年8月17日
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1的3年2月26日

嚇異会盤紫テロ手付

ク省察官雲撃テロ事件

ユダヤ生弐票官射軽及ぴ,
女性誓1テロ学件(

は.ア

よる_

事件が

1的4年12月11円

1998任8月7日

コ000年10月1ユ日 1米国駆逐膳コール号爆破テロ事件

2001年9月11日

2001年12月22日

米国・ニユーヨーク世界貿易センター爆破テロ事件

,2C02年10月6日

-1

フィリピン航空犠内塚弾テロ事件及び米国鋲空機同時爆破計画【ボジンカ計画)

;在ケニア・タンザニア米国大使館爆破テロ事件【米国、アフガニスタン、スーダンをミづイル攻撃)

る邦ノ

物館報

工颯嬰

★ネ〕16年6月12巳

責2016年0月 Be

2016年6月28日

加16年7月1日

:2003年5月13日

米国同時多発テロ事件〔ニユーヨーク迷界質易センタービル、国防総当に対するテロ攻平)

口

口

●テ

撃テ

A1町a)19匠^ 22

車件

事件

12日

バリ発マイアミ行き米回航空扱爆破テロ未遂事件

イエメン沖・フランス船霜タンカー爆破テロ事件

14日

インドネシア・パリ島ディスコ爆弾事件

8月5日

16日

サウジアラビア・りヤド外国人居住区爆弾テロ李件

2004年3月η日

11月15月

イエメン・裁判所爆弾テロ事件

モロッコ・カサブランカ速続爆弾ナロ事件

20日

インドンシア・ジャカルタマリオットホテル爆破テロ事件

2005丘7月7日英国・ロンドン同時多発テロ事件(7月21日英国・ロンドン同時多発テロ事件)

10月1日 1インドネシア・パリ島連読孃弾テロ那件

5月29日

トルコ,イスタンプ・ールシナゴーグ爆弾テロ事件

9月9日

トルコ・イスタンプール英国総領手館等塚弾テロ事件

1インド,ムンバイ同啼多発テロ事件2008年11月26月

スベイン・マドリード列由同鵡燦媛テロ事件

2。山年7月17日!イジド禾ジ〒・3テ'〒西]il、ダ恐国系二玉テπ(りツ白、:76-・ニルトン爪テルと」VVマリ矛シド)一同皓探撞

サウジアラビア・アルホバル石油施設嬰架・人質事件

20仭年1?月?5日

インドネシア・ジャカルタ豪大使館前煤弾テロ事件

2008年8月26日

2008年打月26日

!2010年7月28日

駈霽滞私"
2013作五月15日

アムステルダム発デトロイト行き米航空批鑁破テロ未遂事件

、 2013年9月21 臼

2015年1月7~9日

アフガニスタン・NGO (ベシャワール会)職員誘拐投害事件

インド・ムンバイ同時多発テロ事件

ホルムズ淘峡オマーン領海・タンカー破須事件

アルジエリア・イナメナス天然ガス施設契撃・占拠事件

米国・ポストンマラソン爆破テロ事件

ケニア・ナイロビショウピングモール襲撃テロ畢件

フランX,風剌画週刊誌シャルリ・エブド社嬰翫ナロ事件



ミ
ッ
ト
で
は
、
会
場
豐
の
ほ
か
、
首

都
棗
で
の
辨
成
粋
備
も
強
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
二
正
而
作
戰
が

と
ら
れ
た
。

し
か
し
、
最
近
で
は
上
述
し
た
よ
う

に
、
き
ら
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
お

り
 
2
0
1
5
年
0
"
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
で
は
、
会
場
の
伊
勢
志
摩
や
N
都
東

-
y
は
主
」
よ
り
ー
、
京
都
、
大
阪
、

神
H
 
儒
詞
な
ど
、
す
べ
て
の
火
都
市

や
開
僚
会
合
開
催
地
、
さ
ら
に
は
火
き

な
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
や
シ
ヨ
ツ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
な
ど
の
火
脱
鞭
幾
冉
築
咲
公

典
交
地
機
関
や
火
き
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
、

馨
+
や
京
都
な
ど
の
規
光
地
女
ど
多
く

の
人
が
f
全
る
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ツ
ト
を

含
め
た
多
'
而
延
、
】
な
ウ
た
,

.
^
゛
^
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
雙
茄
部

隊
(
玉
県
、
愛
知
旧
小
一
部
は
広
命

へ
〕
 
2
万
3
0
0
0
人
の
ほ
か
、
命

各
地
で
屯
要
施
股
や
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ツ

ト
蹴
東
で
約
フ
ガ
人
女
破
L
た
。

今
回
の
G
加
サ
ミ
ッ
ト
や
東
京

2
0
2
0
の
敬
補
に
お
い
て
も
、
多
止

仰
"
戰
と
な
り
、
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ツ
ト

の
警
備
が
重
要
に
な
る
上
思
わ
れ
る
,

^
に
^
却
2
0
2
0
は
川
侍
力
^
^
^

け
に
郵
侃
に
当
た
る
警
宗
"
や
処
再

関
は
、
鼎
行
政
機
関
と
瑞
し
た
り
、

テ
ロ
馳
*
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
等
の
活

動
に
参
加
し
た
り
し
て
、
辨
戒
力
を
効

果
的
か
つ
勍
率
的
に
投
入
す
る
"
嬰
が

あ
る
.
、
ま
た
、
テ
ロ
が
現
交
の
侍
域
と
な
0

て
い
る
中
で
鑾
呆
2
0
2
0
 
の
安
全
・

安
心
を
祚
保
す
る
た
め
に
は
、
リ
浜
優

関
、
削
係
行
政
様
関
、
 
N
脚
Ⅲ
業
名
、

地
妓
住
民
諒
が
述
甥
し
て
、
テ
ロ
に
対

す
る
范
磯
点
勢
共
有
や
医
女
盆

を
含
め
、
典
籍
練
を
迎
じ
た
大
規
模

テ
ロ
条
時
に
お
け
る
糊
働
対
処
体
制

の
黎
烋
力
そ
し
て
我
か
圃
に
ふ
さ
わ

し
い
ス
マ
ー
ト
な
テ
ロ
対
策
を
社
会
令

体
で
雛
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
官
N

体
と
な
っ
た
テ
ロ
材
參
τ
苑
展
ざ
せ
て

い
倉
要
か
あ
る
。

繰
り
返
し
擶
抽
し
て
き
た
か
、
吸
断

の
テ
ロ
で
ほ
、
多
数
の
市
民
が
熱
ま
る

い
果
父
辿
犠
閃
大
規
椣
染
客
施
設
、

観
光
地
や
り
ゾ
ー
ト
地
、
火
脱
悦
イ
ベ

ン
ト
な
レ
一
の
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
タ
ー

ゲ
ッ
ト
が
諮
と
な
る
哥
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
施
設
や
沙
誹
に
お
い
て

テ
ロ
カ
発
生
し
た
場
合
に
は
、
利
川
署

,
Π
身
も
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
す
る
人
す
べ

て
^
そ
こ
の
セ
キ
ユ
リ
テ
ィ
に
関
心
を

持
つ
、
い
わ
ゆ
る
「
セ
キ
ユ
リ
テ
ィ
共

岡
件
」
と
、
片
、
つ
べ
ミ
準
持
つ
必

塾
か
あ
る

実
は
、
H
ポ
で
は
こ
れ
キ
良
ぞ
行
0

て
い
た
時
削
が
あ
る
、
地
下
鉄
サ
リ
ン

1
件
の
杭
後
で
あ
る
,
,
当
時
、
快
述
の

判
川
岩
の
ほ
と
ん
ど
は
、
「
不
霧
が
な

い
か
、
千
排
者
が
い
な
い
か
」
と
ホ
ー

ム
や
出
訂
て
周
幽
や
網
棚
の
上
、
座
席

の
下
な
ど
を
見
回
し
て
搾
梨
」
払
っ
て

U
ナ公
共
交
逝
機
関
や
大
規
椣
熊
亮
股

な
ど
に
お
い
て
は
、
利
Ⅲ
者
一
人
一
人

か
不
密
者
や
不
宗
物
に
鷺
忌
を
払
い
、

警
戒
を
行
う
こ
と
が
テ
ロ
を
防
ぐ
た
め

の
大
き
な
力
と
な
る
し
、
そ
れ
は
U
ら

の
{
矣
E
に
も
0
な
が
る
。

こ
の
よ
う
な
、
施
設
の
利
川
者
や
一

継
の
山
民
な
ど
力
営
に
不
緋
名
や
不
緋

物
に
対
す
る
意
識
を
持
?
い
わ
ゆ
る

「
山
N
の
Ⅱ
」
が
、
テ
ロ
を
米
然
に
砧
ぐ

た
め
の
火
き
六
方
と
な
る
。

弓
L
 
1
9
9
5
年
5
村
の
^
下
鉄

丸
ノ
内
遡
山
窃
駅
の
ト
イ
レ
に
高
ガ

ス
発
生
裴
碕
が
'
け
ら
れ
た
打
件
で

は
 
1
物
の
甲
如
の
逝
縦
こ
よ
り
八
b

牛
が
米
然
に
防
が
九
て
い
る
こ
と
か
ら

も
剛
ら
か
で
あ
る
。
関
儒
関
は
、
こ

う
し
た
恵
識
を
一
人
「
人
の
市
.
し
が
寺

ち
、
行
動
に
"
す
べ
く
、
欣
門
発
恬
動
を

訂
0
必
祭
あ
る
。

セ
キ
ユ
リ
テ
ィ
共
同
体
と

市
民
の
目

ク
や
パ
ラ
リ
ン
ビ
ッ
ク
に
伴
0
て
来
日

し
た
逃
手
や
.
姜
人
、
観
客
の
方
々
は
、

全
肉
名
地
の
観
光
地
を
訪
れ
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
,
パ
ラ
リ
ン
ビ
ッ
ク

は
、
多
く
の
回
籍
の
外
凶
人
が
f
全
る
、

巨
大
な
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
尖
松

で
あ
り
、
ま
さ
に
テ
ロ
の
様
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
あ
る
0
 
来
¥
り
ン
ビ
ッ
ケ
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
一
来
県
」
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
主
さ
に
「
呆
」
の

似
迦
な
の
で
あ
る
。

来
鼻
り
ン
ビ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ビ
ッ

ク
は
、
「
安
令
・
安
、
心
」
を
掲
げ
て
要

し
た
大
会
で
あ
り
、
,
一
条
な
朋
催
こ
そ

が
最
火
の
「
お
・
も
・
て
・
な
・
 
L
」

で
あ
る
、
、
棗
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
安
令
な
W
に
向
け
て
、

政
府
や
東
京
都
、
火
会
糾
織
委
選
会
、

治
{
桜
関
は
も
と
よ
り
、
ー
、
鬮

民
一
丸
七
な
り
、
ま
さ
に
オ
ー
ル
,
ジ
ャ

パ
ン
で
処
女
の
向
上
や
テ
ロ
の
未
然
防

止
に
取
り
.
凱
む
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
、
?
、

☆

公
益
琳
団
法
人
公
共
政
策
梨
裴
毛

は
、
 
3
乃
に
「
東
京
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク

バ
ラ
リ
ン
ビ
ッ
ケ
競
技
大
会
等
の
際
催

現
代
の
テ
ロ
を
米
然
に
防
ぐ
た
め
に

は
、
四
民
の
恊
力
が
不
可
欠
で
立
り
、

重
業
の
が
W
一
人
一
人
の
烹
詮
」

と
「
U
」
で
あ
る
。

、

に
^
う
セ
キ
ユ
リ
テ
ィ
に
係
る
^
言
^
一
^

を
作
成
L
、
関
r
徐
陪
な
ど
に
配
布
L

た
。
木
稿
も
、
こ
の
世
群
を
烹
,
に

作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
幅
広
く
具
体

約
な
材
東
が
纏
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ぜ
ひ
こ
ち
ら
キ
桑
凾
一
い
た
だ
き
た
い
;

ま
た
、
公
益
財
団
法
人
俳
楽
喚
一
ぞ

は
、
公
共
政
策
訓
洲
会
の
慌
修
に
ょ
り
、

「
世
界
の
テ
ロ
情
勢
と
対
縦
」
と
い
、
0

D
V
D
を
3
H
に
欝
L
て
い
る
。
不

す
べ
て
の
掛
慌
爪
が

関
係
す
る
束
泉
2
0
2
0

オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ビ
ツ
ク

は
、
東
尿
都
の
み
な
ら
一
9
、
下
柴
凱
や

^
^
^
Π
1
 
命
1
r
r
 
竹
」
、
ル
ー
.
い
^
ー
^
ト
、

北
霊
宮
城
県
、
 
U
盡
な
ど
で
も

鞭
が
ー
れ
る
f
延
で
あ
々
、

そ
の
ほ
か
、
外
凶
送
予
の
休
餐
地
や

紳
習
地
は
令
菖
芥
地
に
設
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
、
つ
し
、
オ
リ
ン
ピ
ツ

D
V
D
で
は
最
近
苑
乍
し
た
心
な
テ
ロ

水
件
を
紹
介
し
、
最
近
の
テ
ロ
の
特
徴

な
ど
寺
片
響
が
觧
説
L
、
ぎ
ら
に
公
益

貼
団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
凱
織
賢
会
の

岩
覗
.
・
侭
司
長
が
東
以
2
0
2
0
に
,
向

け
て
の
セ
キ
ユ
リ
テ
ィ
対
第
に
つ
い
て

觧
説
し
て
い
る
、
糾
L
付
Ⅲ
戚
甚
朱
割

に
も
配
布
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
.
こ

f
d
い
た
だ
き
た
い
、
,
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企画:公益財団注人
警察塩会
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公共政策調責会

板橋功(いたばしいさお)

陪和M年栃木県坐*れ.能年擾磨義塾六学大芋駐経営管理訊究科f.
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危機管理総論

4 辨1部危恨笹理謡詣

ものであったが、経営的な視点でりスクを考えるという、広い意味でのり

スク・え'ネジメントとして捉えるという考え方が出はじめた"。

また、企業による海外投資が盛んにな0てきた時期でもあり、1930年の

イラン・イラク耽争などによる UPC (イラン・ジャパン石岫化学)の失

敗から、カントリーリスク管理立ピに開する研究も盛んにな0た。

当時は、日本でもジ"ン・ケネス・ガルプレイスの r不確実性の時

代」"がべストセラーとなった時期であり、不確婁性時代における経営の

哉点からこれらの分野の理論や研究が関心を持たれたものと考えら九る。

ちなみに筆者も、この後「海外迦出企業の安全対策に閥する調査研究」

(1988年)や「国際化に伴う企業の危機管理システムの研究」(1990年)、

「危機管理入IU 0991年)、 f国際人事」(1994年)、「企業対卑果力と危機

管理」 a997年)女どにおいて、主に企業に係る危機管理を中心に著すこ

ととなった。

公共政葉劃査会が「危識管理」や「企業の安全対負U、「海外安全対

鍛」、「国際テロリズム」、「組織犯罪対策」などの研究を始めてから闘年が

経過Lた.こ九らの可究は、当則'団の睡史でもあると同時に筆老の歴史で

もある。当時、これらの研究はいず九も斐明期であ"、閥迅する箭文や筈

籍も数少なか0た。現在では、「危磯管肌」や「りスク管理」、「安金対覧」

などを冠する轡籍や飴文ほ多数著されている。例えぱ危機管理開係の誉籍

でば、「家庭の危機管理」や「登山の危機管理」、「学校の危犠管理」、「白

治体の危雛管理」から「国家の危機管理」まで、身近な生活に係わるもの

から国家レベルまで、幅広い分野の「危機管理」が籍されており、30年の

歴史の長さ左感じるとともに、滞世の感がある。

ところで、「危機管理」といら言葉が日本で仙われるようになウたのは、

1979年に佐◆淳行が著した r危機管理のノウハウ」"が契機であろう。

佐心は、この中で、「クライシス・マネジメント」の劃Ⅱ吾として「危臘管

理」という百集庄用いた。筆岩が研究を始めた1987年当時は、「危機管理」

に閑する僻婿は、佐々の薯害以外はほとんどむかった。

一方、頻Ⅲ、した用語で「りスク・マネジメント」や「りスク管理」とい

う百案が、我が国において使わ丸るよらになってきたのも、この頃からで

ある。本来、り 7、ク・マネジメントは,りスケを金鑁的働佑に恒き換え、

保験で担保するという考え方で発達した理飴であり、保険諭から派生Lた
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1 危楓管理とりスク・マネジメント

そもそも米国においてCホ1$(危機)という言葉は、玲62年10月のキ

ユーバミサイル危畿(The cub肌 Missl!e crjsis)を契機に使われるよう

にな"、 C"S玲 M如暗ementという言棄も、核を使用した軍事衝突や全

面核靴争を抑止するという国際政治や安金保障の文脈で使われているケー

スが多かった。

これに対し、現在、日本で仙われている「危機管理」という言葉ほ、盲

然災害や大規摸な事件・事故などの幅広い危犠を対象上し、また単なる危

犠対応にとどまらず、危磯の于防や再発防止など左含めたトータルな管理

として一般的には捉えられているであろう。また、「りスク・マネジメン

ト」という言葉も企業経営の領城においては、ほほ同義の用語として使わ

れてきた"。

佐々ほ、危桜管理について、「危機管理のノウハウPartl」文庫版の序

危機管理とは

危機菅理琵陶 5

文の中で、「「危機管馴という発想は、いざというときに、どうしたら

よいかという方法胎に関する考え方」であるとし、国政の指導者や中央

地方の行政担当者などの公の問盟に眼らず、企業や団体の管理職、家庭の

主や主婦なピを含めて、「人問集団のしあわせと安全のためになんらかの

責任のある立場にとっても必要なもの」としている')。またりスク・マネ

ジメントについて、片方善治は「りスケの根源ば不碇実性にあり、この不

磁実性に対する企業の挑職こそ、りスク・マネジメントである」とし、

「広義のりスク・マネジメントは、計画・執行、評価のマネジメント."

イウルの展開き、りスクを統御するという見地から理論化・手法化した経

営の体系」としてぃるⅢ。

危儷管理が、佐々の言う、それぞれのレベルの人間集団の輩任のある立

場にとって必要なものとするならぱ、国家の危機管珊や自治体における危

機管理、企業における危機管理、学校における危機管理、団体における危

機管理、家庭における危機管理など、そ北ぞ九の組織や団体の危機管理が

存在することになる。また、それは単に発生時の対応・対処にとピまら

ず、予防や準備、フィードバック、再発防止などを含む概念と立る。

このように「危機管理」や「りスク・マネジメント」という言葉は、我

が国に"いては学荊的にあまり定襲されず、現在でも幅広く使われてお

り、我が国で侠われている、いわゆる「危機管理」や「りスウ・マネジメ

ント」といら百薫や概念は、我が国で独自に使わ九てきた考え方と言0て

もよいだろう。こ九ば、いわゆる「危機管理」が、我が回においては理論

や学術的な面よ"も、むしろ政府【政策〕や企業(経営)などの極めて実

務に近いところで必要に応じて考えられてき力ことによるものであると考

えられる。

米国においては、大規摸災害Φi舶Steo、大規椣な事故やテロなどへ

の対応について、 chsis Ma伽宮印祀nt(危機管理)といら用語が使わ九る

のはまれであ"カ、一般帥にはE凱elgency Management(緊急亭態管理)

という用語が使われてきた。この30年問に日本で使われてきたいわゆる

「危機管理」という概念は、米国における Contin宮ency plannM宮{緊急事
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6 邦1都危堤苛理発諸

態対応計画)やりスク・マネジメント、 Emergency Man暗ement など忘

混合Lたような楓念であると筆者は考えてぃる。

ところで Qua1北y contr01(品質管理)という手法は、元々は米国の続

割'学者ウィリアム・エドワーズ・デミング(wiⅡinm Edwal'ds Deming)

やウォルター・アンドル、・・シューハート(WヨⅡer Andrew she、vh雛0

らにより考え出さ北たが、企雛経営に穫極的に導入L、概念として発展さ

せたのはむしろ日本の製造業で島0た。「危桜管理」も日本に紹介され、

私自にアレンジされながら導入されてきた。日本における危機管理の概念

は、それぞ九のレベルや主体において危憐を考え、予防・準備から、対

応、見直しまでを含力一貫した概念と捉えることができるが、品質管理と

は異なり寸必ずしも我が国の組継体において机付いていむいの力旺則大であ

ろう。

2 危機とは

危機管理の対象となる危機事象については、国家や自治体、企禦や団

作、家庭・個人などのそれぞれのレベルや主伸によ0て異な0てくるし、

自治体においても規慎や地城特性などによ0ても異なる。同様に企靈や団

体につぃても、企業や団体の規模や特性などにより、当然ながら危畿事・象

も異な0てくるものと考える。

また危機事卑にほ、発生まで想定できない来知な危機も含まれることを

前提としなけれぱならない。以下、主体ごとの一般的な危機について、整

理しておく。

田国家レベルにおける危機事象

現代国家においては、主椎者たる国民の生命、身休、財逢、そして領

土保全を含む安全保障が政瑞の鎚大の役割であろう。その意味で国家レ

ベルでの危機事象は国民の生命、身体、財産に係わる事象ということに

なるが、国の政府そのものが直接係わるべきか、州や県、郡や市などの

自治体の役削なのか、その国の規模や剖座によ0ても異なるであろう。

リーズナプル(合理的)な考え方をするならぱ、自治体などでは対略で

きない多数の国民の生命、身体に係わる火規摸な危機事象、あるいは外

交、安全保障や統治などの国家の機能に係わる危機事象などが回家レベ

ルにおける危磯事象となるであろう。これらの危鞍事象は、その国の地

政学的な位置付けや国際酌な位置付け、国家の規模やその政体によって

も異なるであろうし、当然ながらその国特有の危識串泉も考えられる。

以下、一般的な国家レベルにおける主な危俄凱象につぃて例示してお

く。

①他国からの武力攻柴

②他国箪隊等による過度な咸足行動

1豆ψーデターや内職

@大規模なテロ

⑤政治指導者に対するテロ

唖広規慎な暴動

⑦大規摸な事故 f多数の死傷者が発生するような化学物質漏洩事

故計、鉄道事故、航空犠事故など)

恒】火規椣な自然災害【ハリケーン、台風、水害、洪水、竜巻、雪害な

ど)

⑨火規椣な停常

⑩原子力災害

1旦1パンデミック(感染症の燥発的な流行)

@大規慎な環境汚染

⑬大規模な火災

1婁唖火なサイバー・インシデント(特に、重要インフラや国家接能の

麻揮を招くようなもの〕

⑮重大な外国における自国民の事件・事故被害(多数の自国民が巻き

込まれるような災害やテロ、ウーデター、軍事衝突、果動、あるい

は政府なピに要求が行わ北るような人質事件など)

など。

S 第1部仕慢笹理斡禽

住}自治体レベルにおける危機事象

良治体レペルにおける危機事鼠とは、基本的にはそのエリアに所在す

る市民、あるいは勧いている人たちの生命や身体、財産に係わる事象で

あり、その国家の例度(連邦制や単一国家かなど)などによっても自治

体の機能や役割は変わってくるであろう。また当肢危幟事急について、

自治体は国の対応のサポート的な役割なのか、自治体が主体的に対応t

る仕組みなのかによ0て、自治咋における危機事最は異なるであろう。

また、自治体の規摸や地理的な位置付け(山岳地城や海岸地娘など)、

その国の首都であるか否か、軍事施霞や外国軍隊の施殻を有するか舌

か、空港や原子力発電所を有するか否か,河川や湖沼を有するか否かな

ビの特性によっても異なるであろう。以下、一般的な宙治体レベルにお

ける主な危機事録について例示しておく。

①国家レベルで例示Lた1動から1卿においては、その圏の制度によって

も異なるが、政焔・と自治作とが役割分担を行い、協勵しながら対応

する危桜事急と考えられる。また、その規慎によ0ては自治体がー

義的に対応する危疑事象として老えられる。例えぱ、自然災寓にお

いて械、その桃害規模が小さい場合や被害に地鰻が限定朗な場合な

どである。

②自治体の機能の麻捧を招くようなサイバー・インシデント

@自祐体の管理施設等における重大な事件(学校や福祉施股などにお

ける火量無差別殺傷事件や人質乱U牛)

など。

【田企業レベルにおける危機事象

企業レベルにおける危機事象とは、顧客や従業員、地城杜会、株主、

地城杜会等の白社のステーウホルダー(利響関係考〕の生命、身体、則

産等に薯しく影郷を与えるような事段、組織的な法令述反や反社会的な

事象、自社の存続に影響するような事象女どが企梨Lべルにおける危機

事急となるであろう。もちろん、業チ重や規模、重要インフラか否か、国

内における展閉状況(ナシヨナルプランドか否か)、外国での展開の盲

危桜笛理紀肱 7

無、上場企業か否か、企業文化などのそれぞれの企業の特性によっても

危棲事象やそれへの対縦や対処の内容は異女るであろう。以下、一般的

な企業における危機事象(外国展閉企業においては国内外における事

段)について、例示Lておく。

①企業活動や施設(工場等)、従業員やその家族に著しい影郡を与え

るような白然災筈(ハリケーン、古風、水害、洪水、竜巻、雪害な

ど)

②企業活動に影郡を与えるサイバー攻撃〔火規椣な情靴の漏洩(願客

悩報、営擬秘密、知的財逢〕やデータの消去、システムの改ざんや

破壊など)

@拠点地における鞭争やクーデター、果動

④自社施設(工場やオフィス女ど)へのテロ攻蛙や占拠

⑤多数の従難員が巻き込まれるような事件・事故

⑥自杜施設等における火災や爆発覗数

Ii喧社の製品に対する脅迫や子告〔昇物、毒物況入など)

⑧役員や従業員への脅迫や攻柴、その予告

@役員や従業員の話拐・人質事件

@長時問の停電

0パンデミック f感染症の燥発的な流行)

1重喧社の法令述反や反杜会的な行為(環境破壊、環境基準違反、外国

政府高官への賄賂など)

⑬業務に係わる役員や礎捉員の犯罪

@マフィアや組織的犯罪集団、非合法組散、反杜会的集団への利益洪

与・

唾喧社製品による事故や食中赤な七

むど,1

御家庭・個人レベルにおける危機亭象

家庭・個人レペルにおける危俄亭象とは、家族や自身の生令、身体、

財産等に影璽を与えるような事段であり、日゛の生活が著しく変化する

-8-
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10 第1師危娘菅辺紀問

ような那錬であろう。もちろん、それぞれの家族の構成や個人の考え方

によっても異立るであろうが、一般的な家庭や佃人の危懐事象につい

て、以下に例示Lておく。

・家族の病気(感染症を含む)

・家族の犯罪被害

・家族の交通事故

・家族の失業、破産

・火災

・災害被害(大雪、地震、風水害、竜巻、白皿U

・長時間の悴電

・家族による氾罪

など。

3 危機管理の4つの要素

危般「管理」の概念について、筆者は山予防的対蛾、②準洲的対輩、船】

危磯対応・対処、佃堺後措置の4つの要素から綱成される必要があると考

えてぃる1Ⅲ。

川予防的対策

予防的対策は、危桜の発生やそれに伴う被害が起こらないようにする

ための対策である。自然災害などは、発生そのものを防ぐことは極めて

雜Lいが、それに伴う披害の可能性を低くするための対策は考えられる

(一部、次の準儲的対策と重なる部分もある)。

予防酌対策の最も基木的なものが安全対策である。例えぱ、テロや犯

罪などの危機事象に対しては、国家レペルにおいてはテロを防止するた

めの法整伽を行0た1】、情机収集・分析を行0たり、国境対策、国際地

力などの施縦を推進することであり、企業立どにおいては、警備員を配

置Lたり、 CCTVを設遣したり、危険地帯で活動する従拠員には防軌

車を使用きせたり、ポデイガードをうけるなどである。また家庭・個人

レベルでほ、犯罪に対しては防犯カメラや二重ロックの設置、火災に対

してば火災答報器の霞置立どである。

地震に対Lては、国家レベルでは地於予知システムや早期地霞警机シ

ステムの整伽、企業や家庭においては建物の耐震化などである、

H5N1をはじめとする高病原性鳥インプルエン゛デなどの感染症のパ

ンデミツクについては、国家レベルでは、世界的な動向の把握、水際対

策、感染症に開する基本的な知誰の普及啓敦であ"、企業レベルではり

クチンの接種や手恍い・うがいむどの奨励、感染症に関する基本的な知

難の薔及啓麹、家庭,悃人レベルでは、ワクチンの妾1皿や乎洗い.うが

いの履行などである。

またサイバー攻堅であれぱ、国家レベルでは国陳協力や閥係各国との

膽報交換、またそれぞ九のレペルでアンチウィルスソワトを導入した

り、フフイアウォールを導入したり、あるいは教育を行うといったこと

が予防的対応といらことになる。

他)準備的対策

これは、万が一危椴が発生Lた時にダメージを最小限にするための準

備である。例えぱ、テロなどの大規摸な事件・事故、災害むどの危機事

段に対しては、国家レペルにおいては発生時を想定した対応計画の黄

定、対応する部局や部隊の創股・整仙(人員の配置)、装備.資犠村の

準儲、敦青・訓糾、(縁合酌な馴練や機関述携訓純、各部署や部隊の馴

總、饗員の數育など).必嬰な資機材や食料品などの備蓄、そ九らへの

〒算措燈などである。またパンデミックなどの感染症に対してば、対応

計画の策定女どに加え、ワクチンや治療莱、医泰器具(人工呼吸器)、

ボディ・バツグ(紬体袋)等の伽蓄なども国家レベルにおける準備的対

策となる。

企業においては、テロや大規模な事件・亭故、災害などの危機事象に

対しては、発生時を想定した対応計画の策定、重要インフラなど業種に

よっては、専任の担当者の配置、資機材(さすまたや担架等)の配W、

保険への加入、食料品や毛布等の佛蓄などである。また感染症のパンデ

ミツクなどに対Lては、対応計画の策定などに加え、マスクや防護服、

Ⅱ柿1部危俄笹辺鞠論

消毒剤、系列の刑院や診療所における抗インフルエンザウィルス棄など

の医薬品などの備諸などが企業レベルにおける準備的対策である。

家庭,個人レペルでは、保険の加入、非常用現金の沌備、消火器の設

置、食料品・生活用品〔トイレットペーバーや生理用品など)、うがい

棄などの医棄品やマスクなどの齢觜などが個人レベルにおける準備的制

策である。

③危拙対応

危機対応は、まざに突際に危機事急が発生した場合の対応である。国

家レベルであれぱ、災害においては被災者の救命や救助、避雄、大規使

立テロや犯罪で島れぱその鎮圧や捜査、拡大の抑止、粧害者の救助、高

病唖性鳥インフルエンザなどの感染症のパンデミッケについては、入国

規制や航空機の乗り入れ規制、人の秒動や交通の延断、医療機関におけ

る医療活動、検視や池体処理立どの突際のオペレーションである。;れ

らの対応は、国の政府が主体となるか、州政府や地方自治が主体となる

かは、そ九ぞれの国によって異なってくるであろう、

W 事後措置

事後措置は、被害の早瑚回復と再発防止、閧係機関などへの穀告、あ

るいは危儷対応のみならず準箭的対策や〒防的対策を含めたレ甘ユーな

どである。そして、そのレビューに基・づいて于助的対策(安全対策)や

準俺的対策の見直しを行うことが重饗で南る。

日本では、日本赤気によるテロ事件に際する超法規的措遣、オウム真

理教による松本"りン亭件や地下鉄サリン事件について国家的なレビ

ユーが行わ北なか0たが、レビューが行われなけれぱ、反岩点や毅訓が

明らかにむらないし、そ九を予防的対応(安全対策)や準伽的対応に反

映することもできない。ただし、最近では、三本においても郵人粧害の

海外でのテロ亭,件や福島第一原子力発電所事故に閲しては、政府の対応

についての検証が行われている。

危枇管堤捻佑Ⅱ

1 我が国における危援管理の歴史

「なにぶん抑めてのことでの~」、日本の危桜管理の歴史ほこの言葉で始

ま0たど言0ても過言ではない。これは、 19怖年1月17Eに発生Lた阪

林・淡路大震災の際に、当時の内闇穀理大臣村'山窟市が言った言棄であ

る。もちろんそ北以前にも、先に指抽した佐ふをはじめ何人かの研究者が

危磯管理に関する脊籍や論文を薯した"、筆者自身も t回際化に伴み企捉

の危機管理システムの研究」(1990革)や r危桜管理入円」(1991年)と題

する共著を著したりしてはいたが、政府や企業などにおいて「危機管理」

の実質的な整伽が始まるのはここからであると言ってよし、。この年は、 3

月20日には才ウム真理敦による地下鉄サリン亭件、 3月30日には警察庁長

官狙墜事件などが発生してわ"、大於災や匝要事件に対して、政府や関係

憐問の対応が問われた年であった。これらを契歳に危機管理の重要性を認

識し、政府においても内闇危機笹理監を削股することとなった。

あれから22年、「危披管理」は日本に根付いているのであろうか。硫か

に、最近ではいろいろなSチュエーションで「危機管理」という言葉を耳

にするようになった。それは大規椣な災害や企靈の不拝事.、海外でのテロ

事件、さらには亭・件・事故に巻き込まれた仰人に対して f危桜管理ができ

ていない」などの言辞である。ここから見えてくるのは、最近では、何で

も危哉管理の問題として片刊けようとするところがあるのではないかとい

うことである。「危機管理が上手くいかなか0た」という言葉が、「危犠管

理というツールを会侶していなかったから、対応に失敗してしま0た」と

いうことを意味しているのであれぱ、そ九は「危機管理」を勘違いしてぃ

ないだろうか。「危機管理」というとても便利で、何でも解決してくれる

万能なツールが勗"、そのツールを会得す九ば上手く対応できる。そのよ

うに勘違いしていないだろうか。「危難管理」は、プラックボッケスでも

なけ北ぱ、何でも解決する万能ツールでもないことを、まずは詔誠する必

Ⅱ 我が国に北ける危機管卿

危出管理捻誌 B
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要がある。

「危披管理」は、対応する人間のセンフ、と能力に依存しており、たゆまぬ

情靴分析や覗例研究でセンスや能力を胸く以外、対応能力を向上する方怯

はない。そして、あらゆる危機事象についてⅡ汗防的対輩、他)準剛的対策、

侍}危般対応・対処、 H連後措置を常に老え続けることが重要なのである。

2日本政府における危機管理

ω危機管理機能の強化の怒緯

我が国で壯、19怖年1阿の阪杣・淡路火震災、 3月の地下欽サリン亭

件、 1996年12月の在ぺルー日本大使公邸占拠・人質ψ・件、 19俳羊 1月の

ロシア船稽ナホトカ号臣油流出亭・故と、垂大な災害・事・故、テロ出件が

相次ぎ、そのたぴごとに内闇への惰帆集約の停沸や政府の対応の遅れが

指摘さ北てきた。このようなことから、19蛤年4珂に内問官房に内閣危

棲管理監が詮置され、それまで複合的だった内闇の危機管理機能を統括

することとなった小。この時に政1舟における「危機管理」も、「国民の

生命、身体又は財産に重火な被害が生じ、又は生じるおそれがある緊急

の顎超への対処及ぴ当骸事慈の発生の防止をいう」と定義されたⅢ。

当時、内悶官房では、安全保障・危機管理室が中枝となり、惰難闇査

室、内政,外政審講室、広報官室之どが、それぞれ危機管理監を補佐し

た。危機管理監は、緊怠事態発生時に対策本部の設置や情机の集約・分

析、対処方針の検討、各省庁問闘腔などを行うとともに、平時には外国

や過去の事例の研究や危機管理マニュフルの作成、内外の研究機閥との

ネットワーク榊築などに当た0だ3)。

一方、惰机面においては、1996年に内問悩邦諏梵室に「内閣惰報築約

七ンター」が設置され、討時問体制で情報を収集し、内闇総理火臣や官

房長官へ悩報伝逢を行うほか、大規模災筈発生時には閲係者の参集述絡

などを実施することとなった山。

2001年1月には中央告庁再編が行われ、これに件って内闇官房も再編

され、安全保障・危磯管理室、内政審説室、外政審誠室が廃止され、こ

れを内閻怯に基づく内問官房副長官柿(3人)が、危機管理監の下でそ

れぞ九の業功を担当するなとの改正が行われた(2-(の参,動。危憐管

理に閲しては、これによ"、危幟管理事務については、危機管理監のも

と、状況に応じて柔軟・弾力的に人材が配置さ北、事務を担当すること

となった。

なお、 20N年1月には、親が国の安全保障に関する外交政策及び防衛

政挑の基本方針逓ぴにこ九らの政策に関する重要剛項に関する事務を担

う内闇安全保障局が内闇に股置された。

②現在の日本政府の危機管理

ア政府の体制

現在の内闇官房における危機管理の体制は、内剛総理大臣、内閻官

房長官、内闇官募副長官の下に内問危識管理監が置かれ、内鞠官房副

長官補(事態対処・危機管理担当)を中心に、その他の2名の宮房副

長官補 f内政担当及び外政担当)、内闇広報官及ぴ内闇情粗官がサ

ポートする体剥となっている(図 1 参照)。

我が国政府における危騰管理対応については、亭案に応じて関係各

16 賄1部仕慢笹理通論

図2 政府における緊急事態の主な分類【内閣官房糞料より作成)

危桜苦理忌飴"

火規模自然災害

図1 内闇官房化おける危機管理体制(内闇官房寅料よ0作成)

量大宰故

重大事件

地繰・造笠挺害

武力攻撃票熊等

内閣官寓墨官訓イ2)

風水書、,

、,り:山災嘗'

内吊総理大臣

内閣官

軌空串故

内閣寅

糊上中詮

その他

房轟奮

府省庁が所業亭務に基づいて分担Lて対応することとをってぃるが、

内閣危機答理監の統理の下で、内闇官房(事態対処・危犠管理担当)

や内閣府(防災担当)等が、それぞれの役割に従い、舵合問整を行っ

'ている。

イ緊急、事戴の主な分頚

日木政府で恕.定Lている緊急事態は、火親椣自然災害(地綴・津披

災害、風水害、火山災害)、重大事故紬亢空亭故、海上事故、道路・

鉄道事故、危険物事故・大規模火災、原于力災害)、重大事件(ハ子

ジャッウ,人質等、 NBC ,爆列テロ、重要施設テロ、サイバーテロ、

領海侵入・不注上塵、海殿・不密船】、武力攻藥亭戀芋(武力攻撃事

態、武力攻畢予測事憩)、その他(邦人是避、火量遡難民流入、新型

道"・哉逼事数

虐畦物冨故,火親伯火挺

杓闇赴

副岳官

内閣官寓劃畏官抽
1亭"対処・血拙智理1旦当】

危櫛管

ハイジャ・ノウ・A質梓

圧子力災宴

管理黙

NBO・母彈テロ

響1邑室

内闇参牢官傳皿'

量要娃輩テロ

サイバーテロ

領海慢入・年法上陸

内間喜

二皿憲望全保陣属異'

処・念楓督理担当】

.門嘗邸危糎

内闇

剃肱・不審舗

内閣広報富

重【4}

武力攻繋ホ摩

藝官

インフルエン"、核実験・ミサイル)の5つのカテゴリ]で、 20の事

態が分類さ九ている個2参1動。

ウ初動対応

政府の初動対姦についてほ、災害・事故等の種類にかかわらず、内

闇官房(亭態対処・危機管理担当)に船いて一元朗に総台調整を行っ

ている。

発生した事案に応じて、傭報迎蒲室【室長内闇参事官)、官邸迎

絡室(室長危機管理審議官】、官邸対策室〔室長内闇危機管理監)

が述やかに霞置され、情報の典約や総理大臣等への帆告、関係省庁と

の連絡調整などが行われる。官邸連絡室や官邸対策室が設置された場

合には、関係当庁から迎結要員が派遣さ北ることとな0てぃる、

特に、官邸対策室が設置された場合には、内閣危機管理監は問係省

庁の局長等による緊急参集チームを招集し、緊急、参集チーム恊罷を行

うむど、政府としての制動措置に閲する倩穀の築約、初動措置の靴合

鯛整等を行うこととなっている。

さらに必要により、問係閣僚会誌や安全保障会朧が聞催ぎれたり、

政府対築本部(本部長内闇総理火臣j が設置されたりすることとな

つている。

なお、参考までに「重火テロ等発生時の政府の初動措世につい

て」"'を添付tる。

蟹力攻聖干測事客

是ジ4よ÷',.

邦人還型

大玉遊詐民儘入

内閣

新型インフルエンサ

抽実験・ミサイル

舶官

ヨ勉閣帽兼纂軸ゼX学12

危拠昔理謡詮口
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圃考資料】

重大テロ等発生時の政府の初動措置につぃて

改肝は、回民の生命、身体父け婿産に頂火む1広害が生じ,又は生じるおそれが

あるテロリズム(以下「皿火テロ」という。〕等に対Lては、怯私垰の縦持のため,

断囲たる態度をも0て酬むこととし、孟大テロが発生Lた場合には,下記により

敗府が一休とな0た初動持置を執るものとする。

平成10年4月10日儒訣決定

平成N年12月26日一部改正

(平成13年1月6日↓ミ子"

平成玲年5目3日一乱改正

平成B年Ⅱ円2日一都改圧

平成18年12円26日一部改正

(平成19年1月91ヨ拡行1

1.弛生"の括剛

重大テロと思村キれる水宗が発生した時には,別紙に掲げる関係街庁イD、下

「問係省庁」といら0 は、あらかじめ整衛Lた情報迎譜休制により、内闇情机

烱査室を遁じて内闇耗理火臣、内問官易長官、内1闇官房副異宮及び内問危憐管

理監〔以下「「勺悶兇理大臣等」という。)への机告連絡を愚地に行う七ともに、

対処体制を砧立する。

なお、上記机告ルートに加え,関係佑庁による内問慧理火臣等への報告がモ

れぞれのルートで行われることを妨げない。

記

2.対擁本部の股皿等

当般重大テロに対して、政府としての対処忌弧力に推逆するため、内闇建理

大臣の判断によ"、内閣に、内閻艶理火臣又は内閣官募長官息木部長とし,内

闇官房基官その他必要により本部員のうち国務火臣である者の中からホ都豊が

指定する音を副本部長と寸る対稜本那を建やかに股置し,開係識絢の具体的む

対応指置か円滑かう劾果的なものとなるよら韮*的対処方針その他の対処に係

る重斐Ⅲ項にういて恊議決定する。

対鐵木部の本部風は、内係告庁の畏たる国舟大臣(国家公安委劃会委員長也

含力0】、内闇官碍副長官、内闇危桜菅理壁、野察庁異官その他本部長が壱嬰と

詔める者とナるが、対輩ホ部の協議が緊急に必要とさ北る場合には、金本剖貝

が参県せずとも,'本部長及び副本部長と事集した水部員仟ヒ理出席も可能〕に

より、対抗本剖金訳を迎やかに聞仙゛る。

10 菓1那危椥管理舶砧

3.栃動措風の誰進

問係借庁は,一致1"力して、 1・j暈本部の基本的対処方針芋に立脚し、人命の

峠皿に配服しっつ、法秩序の紲持のため,断伺たる蝉度を持0て皿大テロに匪

訂こととし,対輩木部に対して繋密な雜告連軒を行うとともに.ひ:のよらな初

動措置を迅巡・的硫に粧迎゛る。

(閥係省庁)

痔宰庁

消防庁

怯荊告

外許誉

厚生労励省

国土交通省

海上保安庁

防衛柘

その他本乱艮が・必婆と認める壱庁

危促苦裂軟論 19

枇害者の搬迭、脚円家チーιの派造等の人命R助推皿

輸送にNする便宜枇与、資體竹の捉1北、亭円聢員の派辿等の春寮活動への

協力

理民への仙机提倶、政府の朏佶置への協力契肘等の広報拾匿

外国政府、国傑冊剖に対寸る説明及ぴ協力妥舗

4.迅述な閉託手続

当駛亙大テロへの物動制処に保る机嬰事頂で閻誌に付訳する必要が占る志の

のうち敗府としての判断が緊急に必要であり、かっ国防火臣全員が参集しての

遵やか女剛時冊靴の聞催が困韮立場合には、内闇器理火臣の主宰により、電話

募により各国鶚大臣の丁解を悍て悶朧決笵を行う。この場合、連耕を取ること

ができ之か0た国務火臣に対Lては,事後遡やかに辿路を行み。

1 危機管理におけるポリシー

危桜管理の基軸はポリシーである。ボリシーがなけれぱ、危擢管理は成

り立たないと言っても遇言ではない。危磯事尿への対応は、組織それぞ丸

によって異な0て当然であり、粗織固有の文化や歴史が反映するものであ

ろと筆者は考える。企業であれぱ、経営理念であり、社是や社飢である。

これらは、その企靈の基本かつ最高の方針であり、価値基準であ"、いわ

ぱ企業の憲法である。そしてその企業の社風であれぱ誰でも知0ている基

本方針である。ゆえに、危機の際の対応もこれに沿って行うのが当然であ

り、社員の誰もが同じ方向に向か0て対応することが可能となる。例え

ぱ、「顧客重視」であれぱ、何よ"も駈客のことを優先に考えて対応する

ということである。

危機管理の事例研究でよく取り上げら九るのが、米国ジョンソン&ジョ

ンソンの「我が信条」【0口r credo)坤である。

この「我が信条」ば、同社の「たゆまない歩みの礎と女"、絶えず適切

な方向へと導く源泉とな0てきたもの」であり、「コ丁・パリュー」であ

別紙

5.仙の垂大事案への雄用

玉火テロに類するその他の益大叫案への切動対処にっいても、上記惜置を準

用するものとする。

Ⅲ危機管理の要点

危恨管理凱論 m

るとされてお1)、同社の「企業理念・倫理規定として、世界に広がるグ

ループ各社・祉員一人ひとりに確実に受け継が九ており、各国のプTミ

リー企業において事業運営の中核」となっているとしてぃる。

ジヨンソン&ジヨンソンでは、 1982年9月と86年2月に同社の主力製品

である錬痛剤のタイレノールに毒物が混入されるという事件が発生した。

その際に、同社はこの「我が信灸」に沿って対応し、タイレノールの全品

回収を行った。この「妾が信条」では、「我々の築1の責任は順客に対す

るもの」、「我々の第2の責任は全社員に対寸るもの」、「我ゐの菓3の責任

は全世界の共同杜会に対するもの」、「我゛の第'1の、そして築後の貴任ほ

会杜の株主に対するもの」であるとしている、すなわち、それぞれのス

テーケホルダーに対する寅任の慢先順位を明佐にしてぃるわけで、危機の

対略もこの順番に沿0て行らことになるわけであろ。ゆえに、主力製品の

タイレノールに班物が混入された際に、顧客を第 1に孝えて、全品回」侃を

行0たわけある。当然、利益は一時的に落ちることにな"、株主の利益を

殿損することになるわけであるが、「株主」の利益は「顧客」、「従業員」、

B也城社会」に次いで斗番目であることが明示さ九、「株主」の利益より

「顧客」の利益を侵先1るといら方針に基づいて対応することを明硫にし

てお"、投資家はそれを承知で同社に投資しているわけである。

こ北は非常に理解しゃtい理念であるが、危機事象が発生した際に、迅

速かつ的咋に対応を行みためには、打頃からその拠りどころとなるポη

シーを礎業員はもとよ"竈時凧用の恥員に至るまで周知・徹底すると共

に、研娃や訓練などを行うことも重要である。

2 危機管理は万能ツールではない

先に、危犠管理は万能なツールではないことを指摘したが、この誤觧を

招いたのが「マニュアル」ではないかと考える。危椎管理と言えぱ、マニ

ユアルを連想、する人も多いであろう。マニュアルを作ることは意味がある

が、「キキカンリ=マニュアル」ではない。マニュアル主義や立書主義

は、危磯管理にと0てマイナスでしかないと筆者は考える。そもそも「危
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竺姉1部危憐管理縁論

機」は、画一的なマニュアルで対応することは靴しい。ゆえに「危機」な

のであろう。マニュプルやテクニカルな対応は、応用が利かない、全く同

じ危棧は起こらないわけで、同じ危儷事設で島っても、時間や場所や態様

が必ず異なり、時問や場所や態様が異なれぱ、対応も異なるわけである。

もちろん共通する部分もあるが、マニュアルは、あくまでも単なる対応要

領でしかないことを認識することが重要である。もちろん迎銘先の電託番

号一覧や対縦本部の殻置要領、担当者一覧などを整理した文害を常に亜新

して車伽しておくことは必要であるが、マニニアルがあるから大丈夫とい

ら誤0た肥識は捨てるべきである。

料理においては、マニュアルはとても有効である。なぜなら、その通り

に作北ぱ、均一の味の料理を作ることが可能となるからである。全く同じ

畉とばい力、ないまでも、伺じょうな美味しい料理を作ることが可能となる

からである。

しかしながら、あらゆる状況の変化に対応するためのでニュアルは作れ

ないし、危般の際には基本的にマニュフルほ役に立たないと考えるべきで

ある。もちろんマニュアルを作0てみることには意味がある。例えば企業

などにおいてTニュアル在作成する際には,社長室や靴鶚、財務、広熱、

現場の工場などからメンバーが集まり、その事案が発生した場合には靴務

はどのように動くのか、広報はどうするのか、あるいほマスコミはどうい

う動きをするのかなどと、いろいろなケースをぎえたり、それそ'れの立場

からの対応を捉示したり、それらを談論したり、あるいは多くの書籍や参

毒資料・を参照して、勉強するわけである。すなわち、マニュフルの作成自

体が一種のシミュレーションであ0たり、机上訓練であったり司、るわけで

ある。ゆえに、その作成に閥与Lたメンバーは,文省として書か九た一文

一文の背景や意味を理解していたり、各部暑の動きを把握してぃた"する

ことから、単なる対応要領であコても、意味があるわけで島る。作成に関

与Lた人たちには知恵もつき、応用や臨楼応変之対応も可能となるであろ

う。しかし、単に文書を引き継いだ人にはこれを恬用することは戴しい。

これが、いわゆる「(危桜管理の)マニュアル」の最大の特徴であり、役

危偵首理運諸リ

に立たない最大の理由でもある。すなわち、担当考が変わるたぴに,ト

レーニングの意味も来ねて「マニュアル」の作成や見直しを行い、危機管

理の七ンスを磨くことが、重要なのである。

"Be prepnred"(愉えよ常に)という言葉がある。ボーイスカウト述動

の創始者である英国のロパート・ベーデン・バウェJい部(Rob凱t Bきden_

PowelD の言禁である。

キらに、ロパート・ベーデン・パウエル卿は「起こるかも知れないアク

シデントや状況を事前に考えることにより、その時{アクシデントが発生

した際J に的硫な行動をとれるように、自己左誰して心の準備をし、体左

鍛えて身の準備を行みこと」すなわち、盲事に州えて常に心と体の津剛を

せよ【鎚えよ)と言っているい。これこそ、まさに危機管理の要諦であろ

つ0

組私に置き換えるなら、理念(ポリシー)と体制の整伽である。危犠管

理に王適はない。危機管理担当者のみならず、社長を始め、役員、ひいて

は金杜員が危機耶象に的確に対応で言ることが理想である。そのために

は、日恐、社会や他杜、あるいは世界各国で起こる危機臨象に敏感にな

り、同様の肅象が自らの組織で起こった場合に置き換えて、その対応をそ

の時々に考えて●ることが重要であり、そ丸が危憐管理の七ンスを磨くこ

とであろう。そして、毎日その時に備えることである。危,機管理ばかりを

考えて生活Lろということではない。これは、心碓えであり、気がっいた

時に少し孝えてみた"、準備をしたりしてほどうかという提案である。

"菓1部危凱管理忌詣

おわりに~危機筈哩の要脚~

2)例えぱ、他井利明「りスクマネジメントの理詮と婁務」(ダイヤモンド詮、 19SO

平)、武井'1 「りスク・ヤネジメント馳胎」(中央羅済杜、 1987年)、内方哲也 r,)

スウマネジメントの基碓理諸」(晃洋書麝、 19鯰年)、ニール、ケロッケフ,ード

箸、市方哲也訳「りスクマネジメント楓胎」(晃洋誓房、 1099年)女とを参照。

田ジョニ・・ケネス・ガルプレイス著、都留垂人駅「不確実性の時代」(TBSプリナニ

カ、 1978年)、 j011口 KeDneth Gき10Taith.'rhe .・1ge げσ」此e,mi"b,' Hougl〕ton 五」i1汎ln.

1979

●「危桜營理」は元●安全保師上の危髄+こ才」応するものであるから,国家レ,ゞルでの

問慰であり、「りスク・叉'ネジメント」は保険論から派生しているので企雄レベル

の問胆との考え方、島るいは危機発生時の対応を「危桜替理」,これから発生する

かも知11むいりスウ(危険)に対して制応tることを「りスウ,マネジメント【危

険管理)」とする老え方があるが、企捉実務に誕いては、りスウ・マネジメント、ヒ

ヴ古ヨンがりスケの洗い出しから、発生時の対広やその事瞥局左担0ている企雫が

多い.また我が区で企業柾営の分野で出岨でれた「りスウ・ Tネジメント」、ある
いけ「危磯管理」を含カタイトルの菩轄に船いてけ、どちらι同じよみな内害が扱

b北ている貼結が多いことからも、我が国においてはほ1ま同弐の用語としてこ丸ま

で使われてきたと考えられる,な■、糀考は、*来はそれぞ九異なる概念であると

理解している。

5)佐.々淳行「危扱智理のノウハウ P田U一恬頓されるりーダーの条,開炉HP文

肌、19刷年〕文脚版停文

61 片力善治「りスケ,マネジメント」(プレジデント牡,1973年〕まえがき北頁

" 19肋羊代から大氾樓災書〔Disoswr】やテロを七左扱.た MiC1ねejT.chaT!e5. nnd

john'ch叫Π K.Kιm 住dミ) C!hiゞ N口」1昭0,10」11.゛ C03'ι00免.や SPI'iDg丘eld. Ni"0IS
C11211e5 C 丁110m紬.1988. Mayer Nude11. and Na'111口n Antok01, r1ιC Hojjdι00'ルJ

ε四みtliι,' Eノノ記リ'CJJO.'」んIcri,i,'ιiJ1昭'」Ⅱ、,;り. LeliΠ宮[0Π.、1aSきa亡11ⅡSEL柚. Loli"gtoo
BO01ミ5 1988むどの沓糖もあ?たが、'C'$is Nlnnn宮ement"左含6タイトルの書鮨の

多(け、国傑政恰や安金悍織上の、あるいは特定の事卑〔例えぱ19T9年のスリーマ

イル偵艶事故による NUCICミ「C"$玲など)を危慢と距定1一て扱っている塒合が多"'

0丈:。

1卯0年代中畑以降は、米国においても、日本で使わ瓢てきたようむ自然災密やテ

口むどの事身、に係る対島ついて、'cli5玲 M肌凱gemenrといδ言禁が使わ北るよ3

にな0てきた。例えば、東京地下缺"りン蔀件やオクラホマ述叩ぜル悍破事件慢の

1妨年6月21日に発出キ11た米匡PDD.的(大前衝決定指令姉諦号】「テロ対箭に

開する米囲の政策」 1址IDy/f舶.orgノ汁Pm任d0こ5/pdd39.h如)においては、「弛磯

管理」と「結果管理」という用語が使われている.「危闘管理」とは「テロ行為及
びその身戚を干1剰し、防止し、誹桃するための資源を特定し,世得L、陀用tるた

めの計画を黄定する方輩」で島るとしている。ちむみに「結果笹理」は「公衆の匙

靡及び安全を守り一必髪不可欠な政府の号ービスを厄裡するとともに、テロ発生仍

-12-

M 佐4淳行「危拠營理のノウハウ P0札1一慣頓冬九るりーダーの条件」【PHP可究

所、 1979年〕ほ、雉誌「逆択」に連髄していた「危識管理のノウハウ」左福集した
もので、その授、「危機管理のノウハウ P訂t2一聞年先・肌うりーダーの条件」
(PHP研究所、 1980午)、「危磯管理のノウハウ P8rt3一危隈に強いりーダーの条

件」(PHP W卜究所、 1981年」とシリーズて〒11行ぎ丸、ペストセラーとな。た。

結果により影春息受ける致府、企奨及び個人に対Lて繋急援助を捉供ナるための方
切」としている,

また最近で1土、"cti金S Ma"agem飢t"を含カタイトルの当籍が多数出版さ北てお
り、その分野も旧広く使われるよみにな0てきている。

8)例えぱ,19副年12月にインド,ボ,ξールの米国ユニ゛ンカー門イド社の工場で発

生した火規模女化学物質漏洩捌故で,B_m0人以上が死亡Lたとされる。

9)事乗や投資の失敗、,阜から゛に例示したよらむいわゆる不祥亭案などは、巨類の

批失を件う場合もあ"、企業の存義間思に発嬰するケースも島るが、これらをいわ

ゆる「企乗の危鞭管理」上の危撹亭段と゛るかビみかは、訣胎の余地があると筆考

は寺えている。ただし、企業のりスク要因として捉えることはできると孝えてぃる。

10)拙努「錦6 章国際軽官の危磯管理」「国際人事」(中央軽調社、 1991年) 113-11'1

頁0 筆者がこの原型を示Lたの吐、社会工学研究所縞 i閏朕化に伴う企索の危機菅
理システムの研究」(NIRA研究按密、杜会工学研究所、1990年〕コ6頁においてで

ある0 な粉、「,書事前吋策」にっいては、最近では「1書準備的対抗」と表記してぃ
^0

Ⅱ)製沼宏之「内間の危撰營理緻能の減化について」 q告察学論県」 52巻7号、1999
年7月)、郡一3f1頁。

1幻内闇怯第15畢2内悶危機笹理監住、内闇官房要官及び内悶官扇副長富を助け、命

を受けて菊10条帯2項携1号から菊6号までに掲げる事務のうち危検笹理(留民の

生訴「,身体又は耐産に獄大な桃害が生じ、又け生じるおそ札がある努憩の夢態への

対処及び当舷事地の発生の眺止をい6。)に肌するもの(匡の防衛に閲,る主のを
Rく゛を粒理する。

13)訟*補之「委が国における危幟管理の現状^内閣危機琶理整を中心に^」
【r治安ワナーラム」 53号、 1999年5月〕、詔一闘頁、前掲「「勺悶の危ぱ管理繼能の

弧1ヒについて」、.17-4S頁

」・1)前掲「我が国における危゛管理の現状^内悶危幟管理監を中心に^」、約頁。

15)内閣宙雰「重大テロ等発生時の敗府の初動拾殴にウいて」

ⅡlttPゾノWWW.casgojp/jD/gコiy皿νjlmu/pd丘jud'toropdfl
1励ジヨンリン&ジヨンソン社HP

hιtP3://、V、VW.j口j.COJP/group,'cledo,/iⅡdex.11tml?nv=foot

17) Rove此 Baden・powe11 St仙ti"gjor B01$"ιondon. UK. CArthol peny$on LTD、

1963. P17.18

"Be pr6Parod in Nljn' by havln宮 dlsciplin■d y0ⅡIseH to be obedlent to every
Ord●1.之nd also 、y htLvi11三 th01唯祉 Out beforeb宜nd 鵠y acoident or si如ation thaキ

mig1北 Occur. so that you know the 11g11t thin三 to do at tho rlgbt momenL ond nre
WiⅡiD宮 to do it"

"Be prep01'ed ln お0'y by m訊1{i肌g your5eⅡ 5trong md ヨ亡tlve ond nble Lo do t11e

rιght thin宮 at 牡1己 rlght moment.肌d do it."
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日本とテロリズム

1 国際テロリズムの変遷と日本

棒
鳥一

30 菓2部四家・社会の危櫂習理

対策の問題が矼究テーマの1つとなった。

いずれも近い将来に「日本」の治安や安全上の課瓶となる問題であり、

公共政策朗査会壯この3つの研究を柱に30年前に研究活動をスタートL

た。これらの問題が、国内外における「日本」の安全にと0て、いかに重

要かつ光進的な課題であったかは歴史が明らかにしてぃるであろう。

海外における邦人や日本企業の安金対策、と"わけ誘拐やテ冒からいか

に守るかを老える場合に、テロ情勢やテロ粗織を知ることは不可欠である

ことから、自ずとテロリズムに悶する可究にも力左入れることとなコた。

テロリズムの問題は、現在では、歐米詰国はもとよ"、まさに日本に船い

ても重叟なイシュー(課題)であり、政府や由治体、企業においても避け

ることのできない危機事象となっている。そこで、本縞では国際テロリズ

ムの変遷と日本との関わりについて考寮することとする。

ー^

1 国傷テロ"ズムの変逞と日ホユ9

公益財団法人公共政技劇査会

研究七ンター長

板橋 功

~公共政策訓査会とテロリズA研究~

公共政策朗査会は、19跡年12月に警察庁のシンクタンクとして発足し

た。発足当初は、 3つの研究テーマを設鬼Lた。 1つ目は、コンビュータ

セキユリティに関する研究であ"、 2つ目が来日外国人労酔者の牡会不適

応に関する研究、そして3つ目が海外進出企業の安全対策に関する研究で

ある。

コンEユータセキュリティは、現在のサイパー七キュリティの原点であ

0、 1987年(昭和62年)にコンピュータ兜罪に対応するための刑法改正が

行われ、電磁的記録不正作出罪や電磁的記録段棄罪などが規鬼さ九るな

当時、コンピニータ犯罪やコンピュータ七キュリティの問題は警察活リ
^、

動における先端的な課題であった。

来日外国人労鋤者による社会不適膳や犯罪の問題は、当時から懸念され

ていたものの、顕在化はしておらず、どちらかというと外国人労勵老をい

かに活用するか、福利厚生や処遇をいかにするのかなどが畿論ざ九ていた

時代であり、どちらかというと犯罪の問題はタプー視されていた時期であ

0た。

省財団が発足する直前の玲86年Ⅱ月にフィリビンで三井物産のマニラ支

店長が誘拐される事件が発生し、日本国内にも火きな衝撃を与えた。この

事件左契鑁に、日本人が外国でテロや犯罪に遭0た場合に、日本の警察は

何もできないのかという誠論があり、海外における在留邦人や企業の安全
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1^

1^.

「■ーニ.^、^1゛^^r-'
^゛

江{.il'i.,.'ゞー

一亀

』●拝一

Lレ ^

1 国戚テロリズムの髪運と日本"

破事件をはじめとした連続企業爆破事件や北海道庁爆破事件、日本赤軍に

よるケアラルンプール事件やダッカハイジャック事件等の数んのテロ事件

が発生している。

そして、日本国内においては、1994年6月の松本"りン事件や1995年3

月の地下鉄サリン事件をはじめとした一連の才ウム真理教による事件も発

生している。一連のオウム真理敦による事件は、'世界でけテロ事件として

認識され、獣米諸国の治安当局者にと0て埼過できないテロ訂件であっ

た。これらを見ると、まさに「日本はテロの先遊国」とい0ても過言では

な、、。

一方で、日本企業の海外展聞等に伴い、日本人や日本枇益が被害に遭う

テロ事件も続発している。1980年代から90年代には、東南プジアや中南米

諸国において、共産主鞍を標携する現地のテロ組織に日本企業の駐在員等

が需拐さ九たり、日本企業の北設等が攻撃を受けたりするなど、在外三本

椛益が被害に遭うテロ事件が相次ぎ、1996年12月にはぺルーの首都りマに

おいて左翼テロ組織「トゥパク・フマル革命迎動(MRTA)」による日本

大使公邸占拠,人質亭件が発生Lている。

最近においても、 2013年1打にはプルジェリアのイナメナスにおいて天

然ガスプラントがイスラムテロリスト計により聾染・占拠され、日本人

10人が殺害された亭件、帥15年1月のシリアにおける過激派粗轍ISによ

る日本人人質・殺害専件、 2016年7月1日にはバングラデシュ・ダッカに

おいてレストランが蝶撃・占拠され、人質となった三本人7人が殺害ざれ

た事件立どが発生している。

このように、我が国はこれまでに国内外において多くのテロ事件を経験

してきており、決してテロリズムとは無緑の国ではないことが理解でき

る。

■、
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1日本はテロの先進国

当財団がテロリズムの研究を始めた約30年前、筆著が欧米の研究接関や

治安桜開を訪問した際に、研究考や担当者から「日木はテロの先迎国であ

る」との捲摘をしばしば受けた。特に19怖年のオウム真理戦による地下鉄

叶りン事件以降、その指摘はさらに顕薯となった。

最近では、日本国民の意識も徐4に変化Lてきているものの、未だに

「我が回はテロリズムと畦無緑な国」、「まさかE本ではテロは起こらない」

と信じている日本国民も多い。碇かに、米国に"ける9.U事件やいわゆる

「イスラム国(1S)」(以下、「過激派組織ISJ)1'による日本にかかわるテ

口事件などによ"、日本人の多くが「テロリズム」につぃて認誠してきて

はいるものの、相変わらず多くの日本人がテロを倒らの問題や脅威として

記識していないのが現状であろう。

しかしながら、これまで日本はテロリズムとは決して無緑で林なかっ

た。1970年代には、「よど号」ハイジ十ツウ事件、三菱重工業本社ビル爆

2日本にかかわるテロリズムの変遷

1970年代に発生した吏アジフ反三武装戦線や日本赤軍などのいわゆる

「過数派」によるテロ行為は、その先進性がうかがえる。 1970年3月の共
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産同赤軍派による「よど号」ハイジャック事件ば、同派が提唱する「国際

根拠地建股」枇想幻に基づいて行われたものであ"'U、日本國内で初め

て発生Lたハイジャック明・件であるが、当時はまだハイジ十ツク行為その

ものを処罰する注律は整備されていなか0た5」。テロの手法としてのハイ

ジャツクは、後に日本赤軍と迎携することになるバレスチナ解放入民鞍線

(PFLP)が、 19硲年7月にエル・アル航空機をハイジャックした事件が

最初とさ北ることから、彼らがいかに先進的なテロ手法を早くから攻り入

れていたかが理解できる。

また日本赤軍は、「国際根拠地建設」拙想左掲げて、1971年という早い

時期からテロリストの国際池挽を図り、テルアビプ,ロッド空港事件やシ

ンガポール・クウェート事件、クァラルンプール事件、ダッカ事件などの

凶悪なテロ事件を汰厶と起こしたⅢ。現在でこそ常槻とな0てぃるテロリ

ストやテロ組織の国際連鶏を、日本人のテロリストは1970年代当時から行

つていたわけである。

]974年8月に発生した東アジア反日武装耽線による三菱重工業本社ビル

蜘掖事・件わは、不特定多数の一般人を巻き込んだ、大都市のビジネスの

中心街での大規模無差別殺傷テロ事件であり、無差別殺傷テロ亭件の先駆

けといっても過言ではないであろう。

モして、欧米の研究者たちが日本を「テロの先進1きI」と指摘する最大の

理由が、才ウム真理教による「地下缺サリン事件」田である。・世界中のテ

ロリストたちでも瓣踏Lてきたといbれている化学テロを、宗教団体を標

楠する集団がいとも簡単に実行したことは、世界巾に衝撃を与えた。そし

て、この事・件は世界中のテロリストたちにも少なからず影特を与えたと考

えられており、この事件を契犠に、米国をはじめとする先進諾国はテロ対

策の強化,見直しを迫られることになった引。我が国でほ、この事件をオ

ウム真理蚊という「特殊な団体」による「特異な事件」と位償付けられて

いたが、欧米諸国でば、事件発生当初から世界で物めての火都ホに船ける

大量破孃兵器を用いたテロ事.件として捉えられているのである」小。

三菱重工業本社ビル爆破事件や地下鉄サリン事件は、佐の9.Ⅱ副件、ロ
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ンドンやマドリードでの同時多発テロ亭件などの、火都市における大規模

無差別殺惰テロ畊件や列車というソフトターゲットを同時多発で狙ったテ

口事件の先例でもある。すなわち、日本人がどれだけ認識してぃるか否か

は別として、欧米の研究者や治安担当者が指摘しているとおり、「日本は

テロの先進国J というのは、強ち間途いではないであろう。

Ⅱ近年の国際テロリズムの変遷と最近の国靡テロ抽勢

1 輿西冷戦揃造Tと冷戦構造崩壊後のテロリズム

次に、近年の国際テロリズムの変遅について整理しておく。冷靴批造の

崩壊は、国際テロリズムにおいても大きな影響を与えた。

来西冷職栴浩下、とりわけ1960年代佐半から1970年代を中心に、世界各

地でマルクス・レーニン主碇や毛沢東主髄などの共産主鞍イデオロギーに

基づいて果力單命を目指すテロ粗織が相次いで結成された。この背景に

は、まさに米ソの対立都造の中で、共産主義思想の世界的な啓築や親米政

柘の転覆、共産主義政枇の耐立を目指した旧ソ迎をはじめとした東仰諸国

による資金や武器などの戦略的な支援の屡開とともに、南北挌差なビの国

際的な清勢や当敢国・地波における杜会的・政治的・経済的、あるいは地

政学的な要因などが複雑に絡み合0ていたものと考えられる。そして、こ

北らのテロ組織は、現地の政府機問や軍、警察などの施設はもとより、反

米や反帝国主賤なピの主張に基づいて、あるいは欧米能国が現政権を支え

ている立どの理由から米国をはじめとした外国権益をも攻撃対魚としてテ

口攻撃を行ってきた。

19即年Ⅱ月にべルリンの壁が崩埋し、 1991年12月には独立国家共同体

(CIS)が創般ざれてソビエト連邦が崩壊、そして東西の冷戰構造も崩壊

した。この冷戦構造の崩壌は、国際テロ情勢にも大きな影轡を与えた。冷

戰構造下においては、テロリズムは主に米ソ超大国左中心とした東西のイ

デオロギー対立の枠組みの中で考えられてきた。しかしながら、このよう

なイデ才ロギーを中心に結びついていた国際的なテロ組織の多くは、ソビ

訓栴2都国家・社会の危憐瞥理

エト連邦の崩壊や東欧詣国の民主化などによる玲「謝ι造の崩壊により、そ

の拠り所を失うことと之り、その活動も減退するに至0た。その一方で、

旧ソ連をはじめとした東側諸国の民主化に伴い、回際社会が新たな世界秩

序を模素する中で、イデ分ロギー対立の陰に隠れていた、宗救や民族、分

眺独立之ど志標楞するテロリズムが台頭するに至0た。

ところで、現代の国喋テロリズムが生まれたのは19聞年7月22日で、

PFLPメンバーが口ーマ発テルアビプ行きのエル.アル航空雄をハイジャ

ツクしたのが最初であるとさ九ている。このハイジャック事件がその後の

テロリズムに大きな影響を与えたことは、他の多くのテロ研究者も指描し

ているところであるが、米国のテロ研究者であるプルース・ホフマンは、

「明らかにテロリズムの性質と様式が変化した」と分析してぃるⅢ。そし

て、この事件を境に、Φテロリストは、国境を鮪単に移動し、テ訂攻撃を

行うようになった、煙1テロリストの火奨とは無関係な他国の民間人を標的

にいネじめた U皮らの公然の敵を攻撃したのでは宣伝劾果が薄いことか

ら、無関係な他国の民間人を標的にして、人心にショックを与え、世界中

に恐怖と動揺を引き起こす意図があ0た)ことを指摘してぃる。まさにそ

の後、多くのテロ組織がテロ攻染の手法とした、人質を取り、要求を突き

つけるというハイジ十ツク・人質事件の原点がここにある、このようなこ

とからも、PFLPが冷戦榊造下における共産主裟を標糖するテロ活動にお

いて、大きな役割を果之したことは明らかで南る。

PFLPが民問航空機のハイジ十ツクという手法を使0たことにより、

それまで主なテロ攻撃の対尿としてきた当設国の政府,軍剛係者や施詮、

あるいは米匡政府,米露関係岩や施設なピから、当設国や米国以外の複数

の国の一般市民にまで拡火ぎれた。また、このことによ"、世界酌な規椣

での宜伝効果をもたらすことを見出したわけである。

ただし、この当時のテロリズムにおいては、一般市民に対象を拡大L

たり、巻き込んだりはしているものの、その多くの場合は要求を実現した

り、彼らの活動を世界中にア甘ールするための一手段としてであり紬ち

ろん許されるものでほない)、 9.Ⅱ事件やマドリードに松ける列車同時爆
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破亊件、ロンドンRおける地下鉄同時燥破事・件のように、多くの一般市民

をも対象とした火最無差別の殺害そのものを意図Lたものとは少し異な

る。

このよらに、テロの手法も、暗殺、誘拐、ハイジ十ツケなどから、一般

市民を巻き込んだ無差別・火量殺致テロへと拡大している。さらに、大量

破壊兵器を使用Lたテロの脅威も高まることとなった。この背景として、

冷鼎流造の崩壊によ乙、旧ソ連及び旧東側詣国からの軍事技術及び技術老

の流出、化学物質や核関連物質、機材などの流出、またITをはじめとし

た近年の著しい科学技術の進赤などが指摘できる。このような環境的な要

因とともに、テロリストが無差別・大量殺致を跨諾しなくなった、あるい

は無差別・大量殺破そのものが目的と化したことも挙げられる。特に、宗

戦を背最としているテロリストにその傾向が強く見られる。

2 アル・カイダの台頭

~イスラムテロリスト・ネットワ】クの形成及び構造~

{"アル,カイダの形成

冷戰構造崩壊後に最も著Lく古頭してきたのが宗教を背景としたテロ

リズムであり、その最も典到的なものがアル・カイダをほじめとしたイ

スラ'、テロリスト・ネツトワーウ(以下、「テロ・ネットワーク」とい

う)である。

プル・カイダを中心、としたテロ・ネットワークの形成と変客には、東

西冷戦構造の崩壊とこれに前後して起こった、 3つの地争・(アフガニス

タン職争、湾岸根争、イラク戰争)及ぴ1つの対テロ軍亭行動(アフガ

ニスタンへの軍事行動】が深くかかわってぃる。

1つ目の靴争は、東西の冷鵬椣造下で起こ0たアワガニスタン職争で

ある。1979年12月にソ連耶がアプガニスタンに侵攻した。このソ迎軍の

侵攻に対して、イスラムの国であるアフガニスタンを守るために、邑界

中からイスラムの若老たちがアフガニスタンに奥結し、ソ述軍と歳っ

た。これが外国人義勇兵、いわゆるムジャヒデ'ン(聖弛士)たちであ

-14-



36 嬉コ部図宗,社会の危促苦理

り、 UBI、(ウサマ・ビン,ラディン)も蒋勇兵として参加し、自らも

前線に赴き恬動を行うとともに、経勇兵のりクルート活動や武器、車両

などの購入に私財を投じたとされている。当然のことながら、これほ冷

峨備遣下での靴宇・であ"、ソ違軍と峨う被らを米国も支援Lた。このア

ワガニスタン職争に参加した賤勇兵たちが、のちにアル・カイダやテ

ロ・ネットワークを形成することになるわけであり、フプガニスタン鞄

争がアル・カイダの基礎を形成したといっても過言ではない。

約10年に及ぷ靴争の結果、19釣革2日にソ連軍は撤退を完了し、ムジ

ヤヒディンたちは騰利した。しかしながら、ほどなくソビエト連邦も消

滅し、東西の玲峨構造も崩壊した。

そして、これと粗前後するようにして発生したのが、 1990年8月2日

のイラクによるクウニ】卜侵攻に,畠を発する湾岸鞄争である。この嘘争

で米区はイスラム靴の2大聖地であるメッカ、メジナのある"ウジアラ

ビアに軍隊を駐留キせた。このことがUBLをはじめムジ¥ヒディンた

ちを反米へと向かわせる大きな契機となったことは明らかであるが、さ

らに、アフガニスタン職争に勝利し、英雄として祖国に迎えられるはず

であったムジ十ヒディンたちほ、時代が変わったために(冷鵬榊造が崩

壊し、但界悩勢が激変したために)、英雄として迎えられるどころか柤

国で厄介老扱いされ、居場所を失0たことも、アル・カイダの形成に深

くかかわっているものと老えられる。

居場所を失ウた彼らは、再ぴ7フガニスタンに戻りアル・カイダを形

成し、あるいは再び地元のテロ組織などで活動し、また、さらに世界中

のモスクなどから若老たちをりウルート L、フフガニスタンのテロリス

ト副緤基地で訓課を行い世界中に戻すことによ"、グローバルなテロ・

ネットワークを形成するに至った。

彼らが反米テロへと向かうことに女0た要因を賂理すると、

Φメッカ、メジナの2大聖地のあるサウジアラビアに異敦徒の軍隊が

駐留Lたこと。

②殿職国であるソ連が梢滅してしまい、勝判感を栂られなかったこ

と。

③英雄として柤国に迎えら九るはずであったムジ十ヒディンたちが、
柤国で厄介者扱いキ丸、居場所を失0たこと。

@米国が吸役のアフガニスタンの復興に力を入れなかったこと。
などが挙げられる。

「アル.カイダは組散ではなく、思想として捉えるべきである」と

か、「フランチャ'イズ方式をと0てぃる」などの指捕がむさ九てぃる
が、米国の薯名なテロ研究者であるプライアン・ジェンキンス田ri田1

Nlkhaeljenkins)は、 9.11亦件の直後から「アル.カイダは、繩靴とい

みょりは、力しろ〔組織以上の〕プロセスである」と指摘してぃる(筆

岩は、「プロ七ス」より、力しろ 1システム」と表現Lたほうが、日本

人には理解しゃすいのではないかと老えている).そして、「その重要な

資源は人的漬産であり、成長、活動を絖けてぃくアル.カイダの将来の

能力は、新人を集めるその能力に最も強く依存してぃる」と分析してぃ

る0 そして、このシステムの中心が「新たな人材のりウルート」にあ

り、こ北によ"変容、増殖を行う性格を右してぃること忘指抽してぃ
るU,。

アル'力子ダやそれに関迎するテロ・ネットワークは、 9.H事件以降

も変容を読け、その裾野が拡大し、あるいは増殖を続け、新た立テロリ

ストたち、あるいはその予備軍たちが汰心と生ま九ることとな。た。

【2】アル・カイダを中心としたテロ・ネットワークの構造

アル'カイダは、 UBL (殺害された現在では象徴としての存在〕を

中心とするテW ・ネットワークであった。過激派組織ISも同様の砥造

(きらにSNS等を駆使Lてネットワーク枇造を進化させてぃる)である

が、もともとこのような栂造を作ったのは、アル.カイダである。

「アル,カイダ」という言葉は、テロ粗織を表す言葉としてはかなり

広い槻念で使われており、極めて地城性の強い闘迎の組織やUBLの声

明などに触発ざれてテロ左行うような著まで含めてこの言案が便わ北て

いる0 ゆえに、世界各地で発生しているテ訂事件の多くが、あたかも7

闇第コ肌区掠・社会の危恨管理

ル・カイダそのものによる犯行であるかの誤鯛を与えていた。しかし、

フル・カイダは、狭鶴のアル・カイダを中心とした、多くのテロ組織や

テロリストの多層泌造であり、これを「アル・カイダを中.Dとしたイス

ラムテロリスト・ネツトワーク」として捉えると理解しゃすい。

このテロ・ネットワークは、大まかに、象徴たる UBL を中心とし

て、①アル・カイダ(第 1馬)、這,テロ組織のネットワーク佛2層),

●地城テロリスト(第3履)、@シンパ・触発風(第4層)の4つの属

に分けられる(図 1 参照、ただしこの図はその実態を表してぃるもの

ではなく、概念図である)。

①アル・力子ダ(菓 1層)

第1馬は、アル・カイダそのものであり、まさにテロ.ネットリー

クの中核である。そしてこのフル・カイダそのものもまた、世界中に

散らぱっているセル(細胞)やテロリストが有機的に結び0いてぃる

ネットワークである。

アル・カイダは、 19即年代終わり頃に、アフガニスタン戦昂の際に

世界中から参集した旧義勇兵たちを結県するために、 UBLによって

創設された。雌争後のアフガニスタンにば、それまでの義勇兵の訓練

墓地をぺースにしてアル・カイダのテロリスト訓純基地が股けられ

た。そして、世界中の過激なモスウなどからイスラムの若岩をりク

ルートし、テロリストとしての養成を行い、訓課惨了者の多くを再び

田身国などに邪還させた。9.Ⅱ事件の実行犯の火半がこのようなテロ

リスト訓純基地で養成された若者たちであ0た。

すなわちアル・カイダは、アフガニスタン職争で戦った旧義勇兵と

テロリスト訓紳並地で養戒されたテロリストたちを中心としたネット

ワークであり、彼らがセル(細胞)やスリーパーとして世界中に散ら

ぱることによ"、国境を越えてグローパルに展開することが可能な高

度のテロ遂行能力を有するテロリストのネットワークとして形成され

たものと考えられる。

彼らの大義は、同盟するイスラム過激派グループと協力して「非イ
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叩茅2那国長・社会の他倣苗理

スラム的」と同組織がみなす政枇を帳覆させ、イスラム諸国、特にサ

ウジアラE7から西洋人や非イスラム靴徒を追放することを通巴て世

界中に汎イスラム主義のカリフ統治国(C田如hate)を樹立すること

であるが、 1996年3月には、 UBLが対米ジハード宣言を行い、また

19鰐年2月にば「ユダヤ人と十字軍に対する聖鞍のための世界イスラ

ム靴線」の名前で米国国民及ぴその同盟考の殺害をイスラム敦徒に奨

励する声明を出している。

彼らのターゲットはまさに米国楢益そのものであり、常に米国本土

での攻撃を念頭に、9.Ⅱ事件に相当するあるいはそれ削、上のテロ攻撃

を企図しているものと孝えら北る(以下、本章で「フル・カイダ」と

表記する場合は、著者が考えている上記の慨念による 1アル・カイ

ダ」であり、一般に仙わ北ている「アル・力ずグ」とは異なるもので

ある)。しかし、そのメンバーの多くがグァンタナモ」住容所へ拘束さ

れた"、対テロ城争によ"殺害されたりして、現在ではその勢力は誠

退していると考えて良いであろう。

③テロ組織のネットワーク(第2層)

誌2層は、世界各地で地域性を持0て恬動を行0ている、アル'カ

イダに闘連する既存のテロ組鞭やネットワーケ型肌紬のネットワーケ

である。これらの組織の中にも、アワガニスタン嘘争の帰還者やテロ

リスト訓練基地で凱紳を受けた経験を有する者がおり、それらの者が

指連的な役割を果たしてテロ活動を行っている。ただし、これらの組

織のテロ活動そのものは地城性が高いのが特徴であ"、ある一定の国

や地城での活動が中心であるが、帰還者や訓練キャンプ経験者を通じ

て組幟同士の紐やかな連帯(ネットワーク)ミグローバルに形成Lて

おり、フル・カイダと連動することも可能となっている。また、同時

に彼らがアル・カイダのメンバーである可能性もある。ちむみに、

20伽年4月にフプ"ヤプ・グループがマレーシアのりゾート地シパダ

ン島で起こした外国人話甥事件では、りビアのカダプイ大佐が人質解

放交沙の仲介に入0たとぎれており劇、このようをネットワークの関

1 国剛テロリズムの窒遷上日本■1

与がうかがえる出来事である。このネットワークを排成Lたテロ組織

としてば、フィリ Eンのアプサヤフ・グループや、モロ.イスラム解

放般線(MILF : Moro lslamic Libera60Ⅱ Front)、東南アジアー帯で

活動,るジェマー.イスラミアσ11Jem緑h lslan】iyah)、ウズベキ

スタンのウズベキスタン.イスラム迅動(1NIU :15!nmic Nloveme口「

Of uzbek玲tan)、エジプトのジハード団(AIJiha田、アルジニリアの

神の使いと柚いのためのサラフィスト・グループ【GSPC :S田ヨ6St

Gr0ⅡP for ca11and combao、イエメンのアデン・イスラム軍矼AA :

Ishmic Armyof Aden)などの組織が挙げられる。これらの組織の

中には、旧来型の階届佛造(軍隊に近いビラミッド劃)をした粗織も

あれぱ、アル・カイダと同様なネットリーク砲の組織も存在する。

なお最近でば、これらの組鞁の中にはISO0州やISO0支部など

を名乗り、過轍派組織ISの系冽にむっている組鞭もある。

■地城テロリスト(第3層】

第3層ば、フフガニスタン職争の帰還名や7フガニスタンのテロリ

スト訓課基地で養成されたテロリストによって、各地で口ーカルに養

成されたテロリストで、第2層の既存のテロ組轍には属さないテロリ

ストたちである。第2層のテロリストと同じょうに地域性を有して活

動するものの、グローパルなネットワーク化はされておらず、また7

ル・カイダと同様にセル単位で行動したり、粗織に帰属Lてぃなか。

たり寸ることから笑憩が見えにくい。自発的に、あるいけアル.カイ

ダのテロリストや第2層のテロ想散と協力したり、指示されたりして

テロ活動を行うものと孝えられるが、アル・カイダのテロリストと異

なるのは、地域性が高く、グローバルな展開能力が低いことである。

9.Ⅱ事件後に、一部の国や地観で頻発していた、いわゆる白爆テロに

参加Lているテロリストたちの多くば、この層に骸当するテロリスト

たちであると考えられる。

@シンパ,触発層(弟4屠)

第 4層は、 UBL の考え方やアイマン・ザワヒリ(Aym肌 al.

0 姉2部匡家・杜金の他岨管理

Zawa11辻D などの主張にシンバシーを感じ、こ北らのアル・カイダ幹

部のメッセージに蝕発され、もしくはアル・カイダや第之層、第3屑

のテロリストによるテロ活動に触発されて、テロ行為を行うテロリス

トたちで立り、直接酌にはアル・カイダやアル・カイダ系のテロ粗識

とは繋が"を持たないテロリストやテロリスト予州軍である1"。

1田アル・カイダを中心としたテロ・ネットワークによる事件の特徴

丁ル・カイダを中心としたテロ・ネットワークによる最抑の大き立テ

口事件は、 1993年2阿26日に発生したニューヨーウ世界貿易センタービ

ル爆破事件であり、翌年にはフィリピン航空磯内爆弾テロ事件が発生

L、米国肱空機同時煥破酎画(通称「ボジンカ計画」)が発覚するが、

これらの事件についてはUBLの問与が疑われている。以降、東7フリ

カ(ケニア・タンザニア)の大使館爆破事件や米駆逐艦コール号爆破事

仲、 9.Ⅱ亭件については、まさに UBL とアル・カイダによる犯行であ

ることが明らかとな0て'いる(衷 1 参照)。また、 9.11臨・件に至るまで

に、ボジンカ計画以外にも、1994年の口ーマ法王晴殺計画、19飾年のク

リントン大統領暗殺計画、19卯年のロサンゼルス国降空港燥破計画なピ

のアル・カイグによる数心のテロ計画が明らかにな0てぃる。

9.1リⅡ件以樺も世界中でアル・カイダによるテロが頗発しているよう

に見えるが、これはまさにテロ,ネットワーウの1寺性によるものであ

る。第1瑞のアル・カイダは別として、鋪2層から第4塔のテロリスト

の活動は、決してグローパルに展開しているわけではなく、一定の地地

において恬動する傾向にあ"、また独自で悟'動する場合も多く、必,'し

もアル・カイダの忰部やメンバーによ0て統制さ北て、あるいは指揮の

玉とにテロ活動を行0ているものではない、しかしながら、テロ・ネッ

トワーウに迎なる組織や七ルが世界各地に点在していることから、世界

中でテロ亭件が発生寸る俳造になっており、この挑造があたかもフル・

カイダによるテロ事件が世界中で頻発しているかのように思わせている

ことによるものである。

9.Ⅱ事件捌、降に発生したそれぞ北のテロ事件を分析すると、アル・カ

1 国際テロリズムの変迄上日本 U

イダによる支援が疑われる事案はあるものの、むしろ地域に根ざしたテ

ロリスト(第2層、弟3層、第4眉)が中.D七な0て笑行されてぃる司

能性が高いことが分かる(だからといって、アル・カイダの栖・動が休止

していることを意味tるものではない)。

例えぱ、 20怖年7月7日のロンドン同時多発テロ事件の実行犯4 人

は、いずれも英国国轄であり、ジ十ヤ子力生まれの 1人を除く3 人は、

英国で生まれ青0たパキスタン県の2世であるとされる。また、実行犯

のうちの3人は玲歳、19歳、 22歳の若者であったことは大言女衝禁であ

るが、彼らはまさに第3屑または■眉に位凪付けられるテロリストであ

る。また、 2005年1月7日にカイロの観光地ハン・ハリーリ市場で起き

た爆肺テロ事件は、インターネット上の「聖鞭」に関する惜机に感化さ

九た者による犯行であるとされている鴫'。このような、汰々と新たに生

まれるテロリストやシンパ、テロリスト干伽軍たちの存在は、大きな骨

威とな0た。

なぜ炊ゐと新たなテロリストが生まれてくるのか。これ主でしぱしぱ

いわれてきた、「1皮ら(テロリスト)は、イスラム社会の跳ね上がり的

存在」ということでけ説明がつかない。イスラム政治思想史の著名な研

究者である池内恵ほ、「イスラム教ば、異靴徒との閥係において軍亭

的・価値的に優位性を硴保すること、そのためには硝鯛的乎段を中柚と

する努力(ジハード)を行うことを信岩の鶴拙とする襖念を含んでぃ

る」、「これは一部の狂信岩のみに信じられている特異な観念ではなく、

むしろ大多数のイスラム教徒が信来する正統的な敦義体系の根幹に位置

している」と指摘Lている脚。イスラムテロリストが次心と生まれてく

る現状を説くカギは、ジェンキンスが指捕した「プロセス」と、この池

内の指摘の中にあろと筆老は考えてぃる。

-16-
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3 最近の国際テロ情勢と特徴

~「過激化」により生まれるテロリスト(ホーム・グローン、ローン.

ウルワ)の脅威~

9.Ⅱ喜件発生当籾、米国において最も警戒していたのは、国外から入っ

てきた外国人テロリストによるテロであった。なぜなら、 9.Ⅱ事件の犯人

は全て外国人だったからである。ゆえに、外国人の延令状拘束や入国管理

の強北など、外国人対策を中心としたテロ対慌が誹じられた。

しかしながら、飲米諸国で最近間題とな0ているのが、弁邑激化」であ

り、「ホーム,グローン(home.grown)テロリスト」や「ローン・ウル

フ(一匹狼)テロリスト」と呼ば丸るテロリストの脅戒である。すなわ

ち、欧米諸国においても過激化冬せないための対策が重要となのてぃる。

「過激化」とは、アル・カイダや過激派組織ISの指導者の行動や声明、

過激な宗教指導岩の説法や教えなどに触発ざれたり、共鳴した"するむど

して、過激思想やグローバル・ジハード思想に染まり、テロを計画したり

熊行することであ"、インターネット上の過激なウェプサイトなピで感化

され、過激化するケースが増加している。後述するが、特に最近では、過

激派組織玲がウェプサイトやSNSで発信する声明やプロパガンダ、オン

ライン広郭誌などに触発されて過激化するケースが多い。

その国で生まれ育ち、その国の国繕や正規の沸在資格を有する外国系の

二世や三世が過激化し、その生まれ育った自国でテロを企図する者を

「ホーム・グローンテロリスト」と呼んでいる。

彼らによる代表的なテロ事件としては、帥妬年7月のロンドンにおける

同時多発テロ事件川や2006年6月にカナダにおいて発覚したテロ計画脚

などがある。いずれの事件の犯人たちに共通しているのは、「若年層」、

「その国で生まれ、育ったイスラム教徒」、「アル・カイダに感化Lて」と

いう点である。彼らの多くは、 20歳前後の若年層で、生まれ育った国にお

いて諌外感を感じるなどして、自身のルーツを探るうちに遇激な思想に感

化されるという特徴を持つ。

また、「ローン,ウルフテロリスト」は、過激化して、 1人でテロを企

て、実行する、まさしく一匹狼であ"、ゆえにテロの準痢行動などを探知

しにくい特澂を持ち、テロ対策上も対症が難しい。

すなわち、 9.Ⅱ出件上1,降、最も脅威とな0ているのは、アル.カイダそ

のものよりも、むしろフル・カイダと緩やかな閥係を持つか、あるいほ直

接的な閥係を持たない、「過激化」したテロリストたちである。

「過数化」には、主に2つの方向がある。 1つは、テロ組織等が若者な

どの個人に対'して勧誘活動や宣伝活動な七の何らかのフプローチを行い,

過激化させることであり、もう 1つは、自ら過激なウェプサイトなどにア

プローチすることにより、過激化していくことである。最近では、後者の

ケースが多くなっている。

20的年12月25日に発生した米国航空磯爆破テロ未遂事件の犯人である7

プドル,ムタラプは、ナイジェリフ人であるが、ロンドンに留学中に過激

思想に接して、「過肴鮓ヒ」し力とされる。また、 2010年5月1日のニュー

ヨーウタイムズスクエア爆弾テロ米遂亭件の犯人であるハイシャル.シャ

ザードほ、パキスタン系米国人であり、米国人が n邑激化」したケースで

ある。彼はパキスタンの北西辺境州で生ま北たが、コネティカット州の大

学で=ンビュータサイエンスを学び、劾5年には経営学修士号(MBA)

も取得L、卸09年に米国市民権を取掘した七さ九る。

このような「過激化」により生ま北たテロリストなどが大きな脅威と之

0てきている背景には、アル・カイダによるテロ計画が比較的探知しゃす

くなったのに対して、こ北らのテロリストは組散との繋がりゃテロリスト

同士との繋がりが蔀く、それぞれのグループや個人が独自にテロを計画し

たり、独自に恬動した"する傾向にあることから、これらによるテロ計画

は採知しにくい特性を持つことも一因と考えられる。このような「過激

化」により、歌心と新たに生ま九る地城テロリストや触発されてテロを行

うテロリスト、あるいはその〒備軍たちの存在ば、欧米詣国において大き

な脅威とな0た。

とりわけ、過激化したホーム・グローンテロリストや口ーン.ウルフテ

ロリストによるテロの危険性ば、米国においても以前より指摘されてぃ

"捌2部■家,社会の危鞭ぜ理

た。ユダヤ系米国人アダム・ガダン(A由m Gndahn)桃告lm や白人女性

のコリン・ラローズ容疑者抑などの永ーム.グローンテロリストが誕生

してお"、米国に対するテロ予告やテロリストの勧誘活動などを行ウてい

た。米国政府は、このような米国人や米国居住者、とりわけ白人の B邑散

化」による「ホーム・グローンテロリスト」や「ローン・ウルフテロリス

ト」を最も照念することとなり.現在でも大きな脅威とむってぃる。

1 1司隣テロリズムの塞浬と日本 45

4 過激派組織ISの台頭とテロ発生の構造

過激派組織IS も、先に説明したフル・カイダを中心としたネットワー

クと同じような刷"貨を有 Lている【図 2魯』動。過激派組散ISは、そも

そもフプ,ムサプ,アル・"'ルカウイが庠いるフル・カイダ系の組雛「イ

ラケの聖戦アル・カイダ」として、イラク職争後の混乱Lたイラケなどに

おいて活動を行0てぃた川。アル・カイダ系の組織として活動してぃたわ

けである。その後、 2006年10月には ISI(イラクのイスラム国)、帥13年

には玲IL (イラクとレバントのイスラム国)やISIS (イラクとシリフの

イスラム国)などを名乗り、帥H年6月にカリフ制イスラム国家の樹立を

宜言L、フプ,バクル・アル・バグダデ f (上1.下、「パグダディJ)が向称

カリフを名乘0ている。なお、 20H年2 打にはフル・カイダと鞄緑したと

き北るか。以来、過激派組織玲と閥述があると想われるテロ事件が世界

中で続発している。

特に、過激派組識ISがカリフ制イスラム国家を名乗0た201↓年6月以

降、過激派粗轍玲に閲迎するテロ事件が続発してぃる。しかし、これら

世界中で発生している過激派趣織ISに関池tるテロの多くは、過激派組

歳玲が直接指示・命令して起こ0てぃるわけではない。過激派組織ISに

閻連するテロが発生する擶造もまた、先に指捕したアル,カイダを中心と

したネットワークの榊造に類似している。先に指摘した、「アル・カイダ

を中心としたイスラムテロリスト・ネットワーク」と同様に、過激派組織

IS もまた n邑散派組粧IS中枢部を中心としたイスラムテロリスト・ネッ

トワーケ」として捉えると、理解しやすいと考える。すなわち、カリプと

、割ゑ
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船第2部■家,社会の危栓笹理

称する「パグダディ」や「過散派組織玲の中枢部」割を中心に、第1層

は欧米路国を含めて、世界各国からイラクやシリフにおける繊開に参加す

るために集まってきた外属人峨闘員である。きらに、第2埼は既存のテロ

組織のネツトワーケであり、ナイジェリアの「ポコハラム」力1やエジプト

の「シナイ,1U卸などのテロ組織のネットワークである。これらのテロ組

融は、カリフを称するバグダディに忠誠を誓ったり、「1SO0州」や「1S

00支部J などの地鱸組織を名乗ったりしてぃる工。その中には、かって

「00のアル・カイダ」などを名乗ったり、アル,カイダ系のテ目組鞭と

して活動していた"した組靴やその分派も多い罰。主た、こ丸らの組靴か
らも第1層の外国人職闇員に参加してぃる。

第3層、第4局ば過激化した者であるが、特に第3脳は外国人臓風員と

してイラウやシリフで活動Lた者が、それぞれの出身国に帰還し、過激化

してテロを齢両した"辨行したりする者の層である。実戰での職間糧験を

有するだけに、欧米各国は彼らによるテロを最も審戒してぃる。そして第

4届ば、インターネットなどによ0て過激な恩想を植え付けられたり、触

発さ九たりして、いわゆる過激化Lてテロを計画・実行するシンパ.触発

屠である。

特に最近の過激派組織ISに閥連するテロ幕件でほ、第4届のシンパ.

蝕発眉によるテロが欧米各国を中心に頻発してぃる。過激派組織ISが力

りフ制ずスラム国家を宣言した2014年6月以降、同年6月のカナダ.オタ

ワの連邦誠会袋柴事件をはじめ、 2015年Ⅱ月のパリ同峠多発テロ事件、

2016年7河の二ーステロ串件など、数急のテロ事件が垂界各地で発生して

いる【表2参照)。

これらは、生まれ育0た国や社会に不満を抱いたり、疎外感き感じた"

している世界中のイスラム諸国からの移民の2世や3世を中心とした若者

などに対して、インターネットなどを通じて過激派組織ISの活動や思想

に共感を抱かせたり,過激思想やグローバル.ジハード思想などを植え付

け、これらの者左剌激することによってテロが発生してぃるのが現状であ

る制0 サ之わち、過散派組織ISなどの刺激により過識化Lた個人やグ

ループが、モれぞれ解手にテロ志計画、実行し、テロが成功すると、過激

派組織玲が関迎メディアやインターネットなどを通じて「我々の職士が

実行した」と追認してぃるだけである。このような榊造でテロが発生して

いるゆえに、シリアやイラクにある遇激派組織玲の拠点きいくら空爆

し、週激派組織鵄の勢力が減少したところで、世界中で起こっている過

激派組織玲関迎のテロはなくなることはない。

世界各地で過散化Lた個人やグループによるテロが発生しているが、そ

の多くは、生まれ育ウた国で行うホーム・グローンテロや、 1人でテロを

計画し、実行する口ーン・ウルフによるテロが多いのも特徴である。先に

も指摘したとおり、このような構造は、実は今に始まったことではない。

9.Ⅱ事件以降のアル・カイダによるテロも同じょうな樗造で、世界中でテ

口が起こっていた。これらのテロ辨件の多くも、アル・カイダの中枢部が

指示や命令を行っていたわけではなく、セルけ羽包)や佃人が独自に行動

し、テロを行0てぃたわけであり,この頃からの傾向七いえる。肋

帥築2部国筆・社全の危憐谷理

ユのダツカテロ事件では、外国人が集主るレストランが狙われた。亡く

なった記人のうち、外国人はイタリア、日本、インド、米団の4"、国の

国籍の17人であ0た。このようなターゲットの逢定は、どこからか指示

を受けているわけではなく、それぞれのテロリストが学習し、選定して

いる可能性が高い。

n)面,線から点の展開へ

最近の国際テロ情勢ば、極めて憂慰すぺき状況になうてぃる。今や世

界中どこででもテ切が起こる榊造になっており、しかも厄介立のは、ご

く短期間で過激化してテロを実行したりすることから判、1住がテロリス

トなのか、テロリストにむるのか分からない1犬況であり、テロリストや

テロリスト予備軍を探知しにくい.椛造でテロが発生してぃることであ

る。ゆえに各国の当局も極めて対応が田難なのが現状である北。

しかもそれは、インターネットの発達により、面や線での広が"却

ではなく、点での広が"をみせているのが現状である。点の広が"と

は、インターネツト左利用した SNSや遇激な Webサイト、テロ組織の

才ンライン犠関誌なピを麺して過激化し、テ切を実行するわけであり、

直接的な繋がりがなく、雛がテロリストになるか分からない、まさに点

の展閉である。 tなわち、次ばどこでテロが発生するのか全く于測がっ

かないことである。たった1人でも過激化Lた人物がいれぱ、世界中の

どの回でもテロが起こるわけであり、日本も例外ではない。過激派組織

ISに参加しようとした学生がいたことから考えても即、日本人が過散

化する可能性も否定できないのである。

1 田際テロリズムの饗運と日本四
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5 最近のテロの特徴

0)多国籍の外国人の集まるソフトターゲット

最近のテロ事件を見てみると、複数の国籍の外国人が集まるソフト

ターゲットが狙われていることが分かる。トルコやべルギーのテロ事件

では、多くの外国人が集まる空港が狙われた。またぺルギーのテロで

は、 EU加盟各回からのスタヅワが利用するEU本部直近の地下鉄の駅

もターゲットになった。さらにトルコやチュニジア、仏二ースのテロで

は世界造産や国際的な観光地、りゾート地がターゲットとなコた。これ

らは複数の国の外国人が集まる場所であり、現に多くの国の外国人もこ

れらのテロの峨牲となった。嫩牲者が出た国のメディアやCNNやBBC

といった国際的メディアでも火きく取り上げられることになり、事件が

世界に与えるインパクトも大きい。このような列」果を狙って、意図的に

複数の国の外国人が集まるような、蕃備の緩やかむ不特定多数が利用す

るソフトターゲットを狙0ている可能性が高い。そして、バングラデシ

-18-

1日本とイスラムテロ

9.Ⅱ事件以降、国傑テロの中'Dとな0てぃる、アル.カイダをはじめと

したイスラムテロと「日本」とは閥係が障いものと考えてぃる人が多い

が、実は、在外においてはこれまでにも日本人や日本権益が彼らによるテ

口に巻き込まれてきたし、最近ではまさに「日本」がイスラムテロリスト

のターゲットにな0てきているのが現状である(表3参照)。

1993年2月のニューヨーク世界貿易センタービル爆破事件では、日本人

ι人が負侮し、日本企業の才ワ f スもかな"の被害を受け之。また、1997

年のエジプトの醗光地ルクソールでのイスラム集団による嬰率テロでは、

三本人10人が死亡L、 1 人が負傷している、さらに9.Ⅱ亭件でも日本人24

人が撰牲になって"り、帥舵年10月及ぴ2α)5年10月のインドネシプ・パ,J

島におけるJI(ジェマー・イスラミ丁】による爆茆テロ事件においても

日本人が机牲になってぃる、

最近でも、幼13年1月の丁ルジェリア・イナメナスの天然ガス施股製撃

人質亭件では憾本人10人が裳牲にな0ており、また2015年1月にはシリア

で日木人2人が過激派粒靴ISによ1卜段害される事仲即も起きてぃる。さ

らに、 2016年7月のグッカ,レストラン娘墜人質殺害テロ事件では、日本

人?人が蝦牲になっている。

また、オサマ・ビンラディンや丁イマン・ザワピリなピのアル.カイダ

幹部による日本を名指しした声明が出さILたり卸、 9.Ⅱ事件をはじめとし

た数卿のテロ計画を立案Lたとされる丁ル・カイグ幹部のハリド・シェイ

ケ・モハメドイKS入"詳'は、日本でのテロ計画を思案した亭突を証言した

りしている。さらには、アル・カイダによる最初の大規漠なテロ僻画であ

る「米国航空磯同時爆破計画」(ボジンカ計両)詩の実験の場として、日

本人が多数搭乗tる日木行きの航空様が避択され、実際に機内で燥弾テロ

が実行されて日本人1人が船訓生となって枯り脚、またポジンカ計西におい

ても日本経由の便が但bれていた。この彼らの視野に岫本」があること

を、白本人は快して忘九てはならない。

日本とイスラムテロ・ネットワーケ上のかかわりは、一見、沌いような

印叙があるが、臼本にかかわるテロ事件などを整理してみると、意外と多

いことが分かる〔表3参照)。このよδに、我が国及び在外椛益は、イス

ラムテロと決して無緑ではなかったことは明らかであり、今侵も楽醍視は

できない現状にある。

Ⅲ皐近のテロ捌勢と日本



"嬉2部■家・杜会の危倣管理

2 「日本」のターゲット化と日本のプレゼンスの上昇

国内外を含めて、今や「日本」は過敵派組雛ISのターゲットである。

2015年]月に発生した遇激派昶織IS による邦人人質殺害事件では、「今後

も場所を問わず日本人を殺害する」とのメッセージを出Lてぃる。ぎらに

彼らの憐関誌DABIQ (ダービック)では、しぱしぱ「日ホはターゲットで

ある」旨のメッセージを掲柚してぃる。彼らが勝手に日本をターゲット視

しているわけであるが、被らの椴閥誌はオンライン靴舷であり、世界中の

多くのテロリストやテコリスト予断軍が見ていること忘考えると、当然な

がら我が国は国内外においてこれに対する対応をとらなけれぱむらない。

2016羊8月にりオデジャネイロオリンピックが閉幕L、夏のオリンピッ

クモードは全て「TOKYO」に変わった。世界中のアスリートは「東京」

を目指すといみことになるし、そ北どころか真大な広級予算をかけて「東

京」、「E本」を世界中に PRすることになる。すなわち、今後「日本」の

プレゼンス(存在感)ほ上昇することになり、関係行事や前年に予定され

ているラグビーワールドカップの開催などを含めて「日本」の露出度は高

くなる。当然ながらこ丸らはテロリストやテロリスト予伽軍も

「TOKYO」や「日本」を認識することになる。

その一方で、過激派粗識玲が「日本」をターゲヅト視してぃることか

ら考えると、国内外において「日本」のテロの骨威度は高まることにな

り、 2020午まで低下することはないということになる。すなわち、オリン

ビツケに関迎するテロの脅威ほ、すでに始まっており、2020年の話ではな

いのである。

3 ダッカ事件の衝撃と在外日本擢益における脅威

20〕6年7月のパングラデシュ・ダッカにおけるテロ亭件では、「親日回

でなぜ?」との声が上が0た一方で、被害者が「アイム・ジャパニーズ、

ドント・シユート(私は日本人だ、撃たないでU と叫んだが容赦なかっ

た、との報遭がなされている。

日本人やヨ本企業ば、とかくその国の雇用や発展に寄与Lてぃるから、

1 国臥テロリズムの変豊と日木 53

その国の国民に好かれているから、ゆえに「安全である」という考え方を

しがちであるが、もはやこ九は改める必嬰がある。確かに、こ九まで剛発

援助などを通じてその国に貢献し、国民のための畏助を行ってきており、

多くの巨1民から感謝されていることは雅かであろう。しかしながら、ダッ

力のテロ肌件の犯人のように帥歳前後の過激化した若者にとっては、バン

グラデシュに貢献してきた「日本」といらイメージよりも、椴閥誌ダーピ

ツクでターゲツトどして名指しされている「日本」というイメージのほう

が強いのかもしれない。

世界中の在外日本権益ほ、日本人学快や杭行者も含めて、もはやテロリ

ストのターゲツトとなっていることを認蝉するべきである、

"

表1

爺9部匡宗・牡会の危仙管理

アル・カイダを中心としたイスラムテロリスト・ネットワークによる主なテロ事件

1993年2月26日

1994年12月11日

最後に、 2020年に東京オリン Eツク,パラリン甘ツクが開催される。こ

のオリンビツク・パラリンピツクは、千葉県や杣奈川県、埼玉県、"冏

県、柵島県などでも艇技が朋悩される予定である。その他、外同選手の休

美地や練習地は金国各地に設けられることになるであろうし,オリンピッ

クやパラリンピツクに伴0て来日した避手や要人、観客の人たちは、金国

各地の説光地を財れることになるであろら。オリンピック・パラリンビッ

クは、多くの国轄の外国人が集まる、巨大なソワトターゲットの集合体で

あり、まさにテロの格好のターゲットである。そして、東京才りン甘ツ

ク・パラリンピツクは「東京」だけの問盟ではむく、まさに「三本」の問

題なのである。

東京オリンピツク・パラリンゼックは、「安全・安心」を掲げて誘致し

た大会であり、安全な開催こそが最大の「お・も・て・な・し」である。

東京オリンピツク・パラリンピックの安金な闇催に向けて、政府や東京

都、大会粗纖委員会、治安犠閻はもとよ"、事業老、国民一丸とな"、ま

ざにオール・ジャパンで治安の向上やテロの未然防止に取り想力必要があ

るであろう。

1998年8月7日

ニューヨーケ世界貿易七ンター爆卿テロ事件

2000年10月12日

プイリピン航空機内爆弾テロ事件及び
米国航空桜同時埋破計西(ボジンカ計回

200]年9月11日

12村だ日

ケニア・タンチニア米国大使館燥破串件

〔米国が7フガニスタン、スーダンをミサイル攻柴〕

帥02年10月6日

12日

拓わりに

米国駆逐艦=ール号爆破事件

9.Ⅱ事件(ニューヨーク世界貿易七ンタービル、国訪縁省に
対するテロ攻撃)

パリ発マオフミ行き米国航空機燥破未遂事件

20鳴年5月13Ξ

H1ヨ

16日

3月5日

H月150

30日

2009年7 打17日

12月器日

イエメン沖仏タンカー燥破事件

インドネシフ・バリ島ディスコ爆破事件

ロンドン同時多発テロ亭.件

(7月21日ロンドン同時多発テロ串件)

インドネシ丁,ノ{リ廟辿続燥弾テロ事件

サウジアラビ丁・りヤド外国人唐住区爆破事件

イエメン掘判所燥弾テロ事件

モロッコ・力号プランカ辿続爆弾テロ事件

インドネシフ・ジ十カルタ・マリオットホテル"1破事件

トルコ・イスタンヴールシナゴーグ爆弾テロ事件

トルコ・イスタンプール英国総領事館等螺弾テロ事件
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力十グ・庁タワ連非朧会襲撃事件

米国・ニューヨーク野察官蝿撃亭件

フランス・風刺画週刊誌シ々ルリ・エプド社襲撃事件

2001年3月11日

5月ユ9日

9月9日

2013年1月16日

4月15E

91]21日

インド,ムンパイ同時多発テロ副、件

1月24日

~ 2月1日

3月18日

★6月26日

26日

10月31日

11月13日

12冉 2日

トルコ・イスタンプール旧市街地自爆テロ事件

インドネシア・ジャカルタ爆弭テロ事件

ペルギー・プリュッセル述続テロ亭.件

米囲・ワロリダナイトウラプ乱射テロ亭件

ワランス,パリ郊夕階察官他殺害事件

トルコ・イスタンプール空捲白燥テロ事件

パングラデシユ・ダッカレストラン報撃人質事件

フランス・ニーブ、単両等使用テロ事件

ドイツ・パイエルン州列車内テロ事.件

ドイツ,パイエルン州音楽祭会場付近白臻テロ事件

ワランス・ノルマンディー敦会鞍撃・帥父殺害事件

米国・NYニューヨークぐンハッタンチニルシー地区爆

弾テロ事件

ドイツ・ベルリンクリスマスマーケットテロ亊件

衷2

フランス・パリ女性警察官射没及びユダヤ系食料品店擾

染立てこもり事件〔女性警奈官射絵事件の数時問前に

は、アル,カイダ晃粧織と閑連する兄弟2人による風刺
画週刊誌シャルリ・エプド社峡撃事件が発生してぃる。)

シリア・邦人3人人質・殺害慕件

チユニジア・チュニス国立博物館避撃覗件

フランス・りヨン郊外ガスエ場袋蛙事件

チュニジア'スースリゾートホテル贄撃事件

エジプト・シナイ半島上空ロシ丁娘客犠爆破亭件

フランス・パリ同時多発テロ事件

米国,力ηワオルニア州棉祉施設銃乱剖テロ事件

インドネシフ・ジ十カルタ米系ホテルωウツ・カールト

ンホテルとJWマリオット)遊続爆破事件

アムステルダム発デトロイト行き米航空臘尿破来達事件
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過激派組織ISに関連するとみられる主なテロ票件

2005年7月7日

10打 1日

★2016年1月12日

Ⅱ日

3月320

★6月Ue

★13日

3Se

7月1日

★1.1日

★18日

★閉日

飾日

★9月17日

★13珂19E

★20M年10月詑E

★部日

2015年1月7

~9 E

スペイン・ヤドリード列車同叱燥破事件

サウジ丁ラピフ・アルホバル石抽施設聾盤・人質事件

インドネシ丁・ジ七カルタ豪大他館前煤弾テロ事件

2008年11月26日

了ルジエリフ・イナメナス天然ガス施股鯲撃.占拠事件

米国・ポス 1、ンマラソン螺破テロ事件

ケニ丁・ナイロビショッピングモール製畢事件

f★印は、実行犯が1人の事件)

★2015年1月8 E

・ 9日



拓

表3

窮3部圃宗・杜会の危閥管却

巳本人・日本権益が被害にあったイスラムテロリストによる主なテロ事件

19飴年2月26E

1991年診月Ⅱ日

ニユーヨーク世界貿易センタービル爆畉事件

【日本人4 人が負傷、日本企業の才ワイスが相当の被筈を受
ける〕

1的5年U月19日

]997年11月17日

フィリビン航空磯内爆弾テロ琳件とポジンカ計画

(七プから搭乗Lた田本人出張者1人が死亡)

19蛤年8月7日

在パキスタンエジプト火使岨爆弾テロ牢.件
(燥風で日本大使館・公邸が破損、大使館員3人が負傷)

1999年8月23日

ルウソール外国人醍光客促恥テ竹専件

旧本人10人が死亡、 1人が負傷)

在ケニア・タンザニ丁米邑大使館煤破事件

(E本人 1人が牲傷)

キルギスⅡCA専門家誘拐事件

UICA派遣の専円家4人が謡甥され、10月25日に金風罵亭
解放)

インデ,f フン航空機ハイジ十ツク事件

佃*人観光客 1人が搭桑、 8三問拘束きれる)
捻打訟日

2001年9 珂11日

20m年10珂12日

クフラルンプール
事件
(19?5年8月4日〕

即03年5月玲日

3月19Ξ

Ⅱ月豹日

米国同時多発テロ事件(9.Ⅱテロ瑚件)
佃本人叫人が死亡)

インドネシ丁,バリ島ディスコ燥破事件

(日本人之人が死亡、 13人が黄悔)

イスラマパード・レストラン爆弾テロ赤仲
(井同趣信記者2 人典傷】

GO (ペシ十ワール会)胤員脈均役害事件
(アフガニスタン:翌27日に造体で晃見1

ムンバイ同時多発テロ事件
【インド; E本人 1人死亡、 1人負傷)

"ウジプラビア・りヤド外国人居住区爆破喜件
佃本人3人が負悟)

バグダツト国連事務所燥剥テロ耶件

(イラク;ヨ本人 1人負悔)

日本人外交官2人射殺事件(イラウ,テ.゛クリート)

200'1年4月7日

2016年7月1日

奥平却三、日高敏彦,和光啼生ら 5名がマレーシT ・ケ丁
ラルンプールの米国大洩館領事部及び同ピル同唯のスウェー
デン大使鮪を占拠L、米国領亭ら脚邑を人質に取り,日本で
拘留中の7名の机攸左嬰求した。日本政府は、出国を拒否L
た松浦肌一、坂口久の2名を除く 5名〔西ル純,戸平扣央、
極京国男、佐゛ホ規夫、松田久}を超法堤的抽置により駅放
し、白ホ航空特別識でク丁ラルンプールに蒋注、同地で氾人
グループ"ι合流Lりビ丁・トリポリへ向かい、りビフ政府に
投峰した。

11月27日

ボランテt丁芋3人竝致幕件
(イラク・バググッド西力;無亭解放)

ジャーナリスト2人弛致稟件

(イラク・ワフルージャ近辺:無事解放)

ペルシャ湾におけるタンカー被騨事件
田本郵船の大型モ杣タンカーが粧弾、損傷)

ジイーナリスト2人殺害事件(イラケ,パグダッド郊タ"

プルホパル外国人居住施霞節鯉墜,人質事件
【サウジアラビフ、日本人駐在員宅が報撃される)

He

24日

5月27日

29日

20玲革 1月】6日

過激派耗織ISによる邦人人質2人殺害事件(シリフ)

チュニジア・チュニス国立悼物館鞍撃テロ亭件
(チュニジプ:日本人3人死亡)

パングラデシユ邦人射戦事仲

20山年9月9日

10月26日

テルプビプ・ロッ
ド空i生事件
09柁年5打卸日)

2015年1月20日

3月13日

10月3日

「丁ヨプ患紅」也名爪る晃平剛士、安Ⅲ安之、岡本公三の
3芯が.イスラエルのテルフビプ.ロッド空;'のロピーで白
動小統を乱射、手梱弭を投批L熊俳を行った。この製雌で,
翁100名の死儁者(死亡岩2↓名)を出した。犯人のらち、、
平剛士、安田安之の2名はこの亭件の蹴に死亡 Uヨ投・吋
蛾)、岡本公三仕イスラエル当同に辺捕され、甲Ⅲ法廷にお
いて無制悉役の刊決左受けるが、1館5年のイスラエルとパレ
スチナ辨段人民耽線一総司令蔀派〔PFLPGC)との捕虜交
換の際に駅披キれ,将び日本赤軍に台流し力。

ドバイ班件
【19お年7月20田

BO05年7月7日

10月!日

事件の楓要

丸同修上4名のパLスチ十・ゲリラが、パリ発東京行きの
ヨ本航空卯'1梗を才ランダ・アムステルグム上空でハイジ十
ツクし,フ'ラプ首畏国述割1・ドパイ空地、シリ丁・グマスカ
ス空鞭を経て、りビプのぺンガジ空i恐に碕陸。乗筈・桑貝左
金員解放した後、同扱を愚破、犯人はりビア当局に投陣し
た.なお、本事件で吐拘留中の於舶久、松湘順一の机放と身
の代金10憶円を嬰求する脅迫状がE本抗空本社に邸鴛さ九た。

1俳゛年1円引日、和光晴生と日本人1名及ぴパレスチナ解
放人民1醜線〔PFLF)のバレスチナ人ゲリラ 9名のヨN名
は、シン吉ポール・プ'クム島のイースト・ペトロリ丁ム(シ
エル冒抽系詞D の梢抽所を幌禁、石池貯麹タンク3譜をプラ
スチツク爆弾で螺破、伺社所有のワニリーポート左乗0取0
た。同船のシンガ求ール人船暴5人を人質に逃走を国るが、
シンガポール答梨の魯伽艇に阻止ぎ北、「航空惟での安全女
国への脱出」をシンガポール政府に饗求した。
この交渉が1三着状態上な0てい丈:2月6日、二れに呼応L
武斐Lたパレスチナ・ゲリラ5名が在ウゥエート日本閏大使
館を嬰紫、大他以下16名の大使館回・日*人駐在員ら走人質
に取り、大使館を占拠Lた.犯人ら吐、シンガポール事件の
犯人4包と奇分たちを日本の航空機で安全に叫出させるよう
に嬰求Lた.
これに対L、日本政府は「人質の生命の安全を便先する」
立場から,犯人の嬰求左曼け入れ、日本航空特別樋をシンガ
ポーⅡに派這、シンガポール事件の犯人4名を乗せてクウ
ニートに詑陸、クウニート亭件の犯人5名も音流L、削イエ
メンに向かい、犯人たちは同国政府に投降Lた。

ダツカ・レストラン襲撃人質殺筈テロ事件
(バングラデシュ:日本人8人死亡)

シンガポ,゛ル.ク

ウェートψ件
a9?4'F 1月31日・
2月6日)
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捌訳作覗
n9叫年)

恬動資金を佐悍する目的で、ヨーロッパ在留の外交官や商
社のトップを需甥し、身の代金を強奪,るという、いわゆる
「翻訳作舳」の計画を立て、それに向けた準仙活動を逆めて
いた。しかし、計回に参加していた山田染陌が19N年7月26
日に搗造肌券、偶匙瓢群"万米ドル、丘信偶子宛の番圃を所
持し、フランスへの入国を回ろうとして、フランス当局に逮
捕され、計画が発覚した。ワランス当局は、開係していた日
本人H人を述抑L、弓ち8人を国外追放したため、「釧訳作
映J け失姓に都わった。

ハーグ都件
(197.1年9 E 13日)

ジ十カルタ来大使縮敵爆弾テロ事件

(インドネシ丁、日本人の子供1人が嘱傷)

三本人杭行者竝致・殺害事件(イラウ)

帥山羊3月15E

8月16日

イナメナス天態ガス施霞製盤人劉殺害事件
(アルジェリフ;日本人10人死亡)

ロンドン同時多発テロ事件【英国、日本人 1人が怪1鋤

インドネシナ・バリ鳥迎絖爆弾テロ事仲
(日本人1 人が死亡,4 人が負儀】

"第2部凹家・社虫の危儘菅理

1)いわゆる「イスラム国(1S)」の表記にけ、 1SIS σShmic state oflroQ nnd 01.

Smm または 151Umlc smre of lraQ 即d 5丁ria)、 1SIL 〔15hnlk Sねto of h・皐Q 肌d

止eLOV肌t】、 D配S】1なぞの呼称が他われてぃるが、筆名は「過激派釦識玲」に続

ーした。むお、日本剥Ⅱや英国政府は玲ル,米幽政府は碍15を用いることが多い。

2)「イスラムテロ」や「イスラムテロリスト」という言奨は、欧米で健われている

'」510n11C TeTroTi$m"や'1510mio TeT!orlst と伺様の意で用いていている。

3〕「国廉根拠地建般」榊想巴は、革命を達成するために、北朝俳、キューバ尊に国傑

根拠地を北り、そこに赤皿派の活動家を送り込んで軍事訓沖左受けさせ,再び日木

に逝上陸Lて、武装鄭起をυι行,るというもの a997年版 1身景由書」〕。

町海外では、それまでにも亡命左自的としたハイジイックは発生Lていたが、よど

号ハイジャック事件は、共壷同赤軍派が「国隠根拠皿匙霞」枇恕.に遊づいて行っ

たものであり、単むる亡命のためのハイジ々ツクと吐異女るものと位燈付けられ

る。

5)「よピ号」ハイジャツウⅢ件を契磯として,1970隼5月に仕「航空披内で行bれた

氾罪その地のある価の行為に閃する条約」(東京条釣)息批准、「抗空促内で行わ九

た氾卯その他のある凱の行為に問する条約姉玲条の坦宅の宴施に開する註作」を制

定。事件3か耳佐の1970年6月に1■「航杢磯の強敗等の処罰に閲する怯徐(ハイジ

十プクF方止法)」を則】定。

6)日本赤軍に0いては、抽鴇「第2章テロリズムの亥逢上ネットワーケ術造」1テロ

対抗入門」【亜紀惜房、0006年)'-W頁参照.1ヨ本赤軍による主むテロ事件の慨

喪は以下のと"り。

和光哨生、奥平純三、西川純の3名がをオランダウランス
火使館を占1処L、大使以下Π名を人質に耽1〕、 7月26日に7
ランス当同に述柿され拘鼎中であっ力山田義昭の釈放を妥求
した。ツランス政府は要求に岱じ、山田碇昭の机放と脱出用
航空樓を用意、寸ランダ政町は犯人側に知万米ドルを支払っ
た.犯人と机腔さ九た山田らは用意ぎれた航空桜で南イエメ
ン・フデンに向からが、受け入れを拒否されたため、シリ
ア・ダマスカスへ向かい投降した。
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琳件名
(発生年月印



60 第2乢田燕・札会の危飽誓理

ダソカ111仲
U977年9 打2Se}

丸岡修、西Ⅲ純、板京因男、佐゛ホ規夫他1名の計5名
が、パリ発吏京行きの目本航空Ⅱ2価〔乗客・乗風」51名)を
インド・ポンベイ空遵を訟窪直授にハイジキック、バングラ
デシニ・ダッカ空港に着陸させ、日本で肌役・拘留中の9名
の机放と身の代金600万米ドルを妥求L力。日本政府は、
質の人命弊重を第一とする基本方針の下に、犯人の要求に庄
じる訣泡を行い、出国を拒否Lた値垣康弘、火村鄭雄、知念
功の3名を殴く6名(奥平純三、大遭寺島や子、浴田由紀
と,仁平映、城帖勉、泉水悼)を超怯規的括憧により駅放
し、身の代金600万米ドルと共に日本航空特別磯でダッカに
存送、乗員・乗客一部(118名)釈放キせた佐、ウゥエート
空倦(同空iをで人質7名を解放)、シη丁・ダマスカス空港
(伺空港で人質10名を辨敗)を軽由丁ルジェリアに向かい
恂地で猫ηの人質を肌放し、丁ルジェリア攻賄に投降した。

ジ气・カルタ司ι件
09部年5月He)

インドネシア・ジャカルタの日本大仙館及び米国火使姉に
爆発物が打ち込まれ、またカナダ火仙館前では車が螺破され
る同時多発テロ串件。日本の迂信杜に「A]m 【反諾同主聶
国隠旅団)」を宅乗る者から犯行左自旭する電話があ0た。
日米摸査当局壮城崎勉を犯人と断定した。

ローT事件
n931年6月9日)

パネチ丁'りミットの開熊中に、イタリ丁・ローTの米国
及び英国阿大使館に向け燥発物が打ち込まれ、また米国大仙

館近くに聢車中の車が悍破ぎれる岡"多発テロ那件。rA1氾
〔反帝国主鞭国剛熊団U が犯行殉明を発表した。イタリフ亊
局壯典平純三と城簡勉の犯行と断鬼した。

ナポリⅢ件
(19闘年'1月Na)

フ)三註皿工禦本社ピル螺破事件は、1併4年ε月30日に束京丸の内の三並皿工業本社

ピル前で、東Tジ丁反E武装職綜「狼」グループが仕掛けた燥弭が爆発したもの

で、 S人が死亡、3S0人が魚惰Lた。ビジネスの中心倒で、しかも人通りの多い#

昼時を狙0力ものであり、三斐亙工業の社員のみならず、多数の通行人がこの事件

の披書者とな0ており、まさに不特宅の一鰻人を巻き込んだ価差別テロⅢ件であ0

た。このテロ畢件は、覗役の日本で籾めて発生した火規摸無差別テロ事件と位度付

けら九る。

8) 1995年3月20ヨの才ウム真理敦による地下欽"りン事件で"、 13人が死亡L、約

5500人が負傷Lた。これは、サリンという化学兵器に仙用きれる化学物質を用い

た嬌差別火量殺偶テロ事件であり、世界でも葱を見ない朱宙胸の化単テロを首部東

京で矼験した。またオウム輿理,1は,前年の1994年6月27日にも、1公本市(墨野

県)でサリンを用いたテロ事件を起こし(後に、オウム真理敦による犯行と判明」

8人が死亡L、約140人が負傷してぃる。

イタリ丁,ナボリ市内の米証専用クラプ前に駐班中の車に
仕掛けられた患発物が燥破し、来軍人1名を含力5名が死

亡、」7名が負倒した鰹,唯テロ事件。 rolg肌i部Ⅱon o〔]ihad
B1地nde (聖戦兼団鞍拙リが犯行声明を発狂。イタリ丁当
局は、晃ヰ艶三及ぴ歪憎易子を犯人と断定した。
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9)例えぱ、米同では地下最サリン亭件が発生した年Ⅱ995年)の6月に壮、当岫の

ン,jン 1、ン大統領が大粒領令【PDD)菜39号「テロ対抗に問,る米国の敗QU を

琵出L、火量破壇兵器テロへの対応を明確に打ち出した。さらに翌午 Q996年) 9

刃には、大量破壇兵噐テロに対拓するための「火量破壇兵器防衛法Φど印託

、卯inst weooon of NⅡ53 De5tⅧCⅡon Act o「1996〕」左伽定Lた。詳しくば、抽稱

「芋9章火歪破壇兵保テロへの対島」「テロ対策入門」(亜紀雀冴、2剛年〕3語一
003買者照.

Im 来国荷告ほ1996年1月に制定キぜほ: n996年テロ対策及ぴ効果的死刑法」
(ANTITERRORISM AND EFFECT1νE DEATH PENALTY ACT 19舗)に基づ

いて、1997年10丹に行われた築初の指定で、オウム叫理申之を外回テロ銀織(FⅢ,ej即
Tel'rori引 olgn111Z0τ10Π5: FT03〕に指定している。

Ⅱ〕プπース・永ワマン誓上野元美帆「テロリズム」(瓜脊房、19的年)39、卯嵐

BruN H0丘口lnn りハSIDE rERπORI&ν叉Columbi自 Unlvorεky pt帖乳 1998
1幻帥0ユ革 1月21日の米RAND研究所に松ける,"者のインタ甘ユー及び、 Brian

Michael 」剖11dコ5 、CO!i町允J'i」埼.410'1'イ1'11 'Jιヨ,,,'ドιi"h'0」1 0「"jt sib'ah'0」ι 4」1"

S1ぽgeSガ0」1工/orS1川1ιg丁'{1he RAND I×1Porali0Π. santn NI0闘Ica、 CA.0003〕. D.1ま
13)「比ホロ島排忰人質辧牧を正狐犯人側との交沖りビ丁、仲介を申し出」「東京斬

四」訟00年8月帥日付,「此の外國人配光客人質事件りビT仲介庄肉な或勃」「産
荘新聞』2訊)0革8月舗日N幸ピ。

14}この藁4眉と先の槽3弱は、繰'二過激化Lたテロリフ、ト(ホーム.グローンや

ウルフな七)と呼ばれる励である。二の慨念図の基本俳造を拓いた幼韓羊ローン

には、「過激化」といみ言葉は擢とん七使われていなか0たし、「ホーム.グロー

ン」とい弓言葉が使"れるようになウたのは、帥怖年7月のロンドンにおける岡時

多発テロ慕件からである。なお,概念図にっいては、板摺功「第一章イスラム過

敞派テロの洲流の変化と対与」「・fスラム過敞派のテロとそ北への対堪」圃畔細阻
研究所舗04年3月女七を=照いただきたい

15)「エジプト埠卿テロ容闘渚当撤思想にオ、ツトで感染?名門火工学部に在結」
「説売新問」 2怖年'1円即日刊,

16);也内恵Πシリーズ(現在>への問い]第1都平和のっくり方 4 イスラム

敦吐紛争にピうかかわ0ているか?j「伍日新聞」20叫年Ⅱ門 1日付{タチ1D。

17)グレンイーグルズ・"ミット闇悩期問中の2005年7月7日に、ロンドン中,0部を

走る地下鉄3か所と3陪建てバスの計4か所で発生した同"多発テロ事件において

1=、婁行犯4人は、いずれも英■国籍であり,ジーマイカ生まれの1名を除く3屑
は、英倒で生まれ、英国で臂ったパキスタン凱の2世であろときれる。また、実行

犯のうちの3人は玲歳、 19歳、 22歳の若者でありフル・カイグなピに影容を受けて
宴行したとさ北る。

IS〕 2m6年6月にカナダのオンタリ■州で、大規樓むテロを計卿Lてぃたとして、 17

人を反テロ法迩反〔テロの鯲証、準岫)の容疑で逮"、拘京してぃる.また同年8

6ユ痢2都凹家・社会の危畿管皿

月にも玲歳の奥 1人が違姉キれ、述姉者が18人であ0たことから、このテロ集団は

1Ⅲ力nt0 18'(トロント1ε〕と呼ぱれている。このテロ計皿では、国会訳事覚や人

口密梨地などでの火規椣な爆破、論会の科快・占拠、首田むど指遜名の斬首

CBC (カナダ放送)の醍蛙などが計画きれ、トロント北部に劃紳キ十ンプを作1〕

肌卸も行0ていたとさ北、カナダ当局1'200、1年頃から恬動を撰知L、監視を蒜けて

いたといら.このテロ計画において述姑、拘東さ北た18人のうちの5人はIS歳未満

じ、裂"の13人は19歳から昭歳であ0たが、 30歳と船歳の2人を除くと、18人のう

ちの16人は部歳以下の苦者で島0た。いずれもカナグ国貼、あるいは正規の滞在貴

恪を保育L、"ナダに居住するイスラム教趣で、フル・カ,f ダに触発された、いわ

ゆる「カナダ生まIL」のテロリストである上さ丸る。迅洞されたIS人のうち、」1人

が起訴ぎ九、府罪判決是受けてぃる

19)丁ダι、・ガダンば、米国生まれのユダヤ系米国人で、?ル・カイダの米国人活動

家として、英語田におけるス州ーウスやンの役割を担い、煮◆の丁ル・カイダ制作

のドキユメンタリー峡画や啓禦ピデ才に出演Lていた。2001年にFB1が重要手配

テロ、】ストとして指名手配、 3006年10同に所在不明のまま国象反逝罪で起訴した

部15年1円の米国の空螺によ"死亡したとざれる

2のぺンシルペニア女住の白八女性で、「ジハード・ジェーン Ui1鳳d」抑e)」の名前
左使0てインターネット上でテロ1」ストの劭鵬や資金琢熱を行0た"、ムハンマ 1 ^

の風刊没西家殺害計西に閥与したりしたとして、 2009」FI0月仁米司怯省が違怖、起

訴さILた。 201.1午 1月6日に、連邦地救は赫馴10年の判決を下Lた

2D ユ003年の7七イン政権朔埠佐、井ルカウィは夕[ヒード・町ル・ジハード【一判1

鞭聖帆団〕左宰いてイラク国内を中'、に活動、 20叫年10月17臼に゛Fルカウィが

UBLに忠誠を琴う声明を出L、「イラウの聖賤丁ル・カイダ」に改名Lた上キれ
る。200'1年10月には、日ホ人掌生番田証生キん殺害碍件左起こしてぃる。な診、 N

軍の発麦では、ザルカウイは、2006年6月に米革の堺蛙によ"死亡したとされる

〔公安加査庁「■隣テロリズム要覧 2016」 1S2-1的頁などを参1勵。

2B〕シリ丁の反休刺武装染団「イラク・レパントのイスラム田」σSⅡ)と弥するグ

ループは、了ル・カイダといかむる開係もむい、とTル・カイダ司令部が発表Lた

゛EUTER$ vid"「三UTの武装渠則玲!しとは無剛係,アル・カイダがネットて

南明」, FebNary 01.,OH ・ 0109より)

2田遇激派親散ISの中枢部は、イラクやシリナなどの一部の地城女どにおいて統治

を"0ている二とから,旧フ七イン政楢"代の官飾や軍人、パース党の粋都などの

残党む七によ0て倫成ざれてぃるとぎえら北る。

ユD ボコ・ハラム(Boko Har肌0 は、ナイジェリアの北部を中心に活"するテロ粗

微で、多数の女子学生を竝致・誘拐Lた*件むとで有名である。丁ル・カイダ系の

テロ組識であ0たが,2015羊3阿に遇激派担融ISのバグダデ f に忠舳左哲0たと

キれ、「1S西ナフり力州」を冬桑0てぃるともさ九る

2励エジプトのシナイ半島を中心に恬動していたテロ組織「フン廿ール,ベイト・マ

ウディス【ABMU が、20裂年Ⅱ耳に過激派粗散ISのバグダディに忠誠を誓い

nS シナイ州」左名乗っている。!015年10月のロシ丁1之客膝墜藷亭件では、「1S 三

ナイ州J の名前で犯行冒明を出している。

26】鮮Ⅷは、公安帆査庁「国際テロリズム要覧 2田砧町51頁なピを猫照。

37)例えぱ、先にも指摘したとおり、プル・"イグ晃のテロ組融であ0オ:ボコ・ハラ

ムが玲に忠於を岳0たり, AQIM (fスラム・ Tグレプ詣国の丁ル."イダ)の

分派である「ナルジェリフσ)カリフ国家の靴士」が「1S丁ルジェリフ州」を名乗

つた"している。

閉)泡融派粧軸ISの粧通担当で島0たアプムハンマド・丁凡・丁ドナニ住016年8

gの米箪の空爆で死亡)は、帥U年9月にけビデ才映像で、「燥脚や銃弾が使えむ

いなら、フランスや米国の背教考に対L、石で凱輩骨を磯き,刃物で刺し、断虐"

ら突き幣上し、自動車でひき後せ」上手段を問わ十に殺誓するよう訴え力"、帥15

年6月には「fスラム靴能よ、罍破に急いで参加せよ。ラマダンを不信.D者への抄

厄イさいや0 の月とするのだ」上のメツ七ージをインターネフト上に掲藏Lた"

して、世界中のIS支排者にテロを呼ぴかけたりしている、

豹) i也内も,「グロー,{H ・ジハードの変嘗:一丁ザー・ムスTプ・アッ=スーリー

による「[ンて'(イスラーι共同休】」の分靴型組鞭砧一」(「年作政治学」嗣巻1

、日ホ政治学会、帥13年)の伽で、t国際テロリズムに"いても、世界各地で自

発的、分散mに発生寸る小堤悦な粗幟が、単先的む作耽行動をそ九÷北行うこと

、粘果的にあろ一琶の一体性の島る超動粗継が全休としてけ存在Lているかのよ

みに見える引「例が拍譲いだ」(191断)上 L、立た「このような状況左的砿にとら

、理詣牝Lたのが、シリア出身のジハーディスト丁プー・ムス丁プ・丁ツ=スー

リーで島る」 n91頁)としている。

30)例えぱ,2016年7月H日のプランス・ニースに"けるテロ1Ⅱ作の冥行犯ムハンT

'・ラワニジ・プ'ーレルは、チニニジ丁からの移民でフランスの居住枇を持ち,約

1週間で遇瞰化したとされている。また、 2016年7EIS臼のドイッ.バイエルン州

列車内テロ亭件の犯人である17歳の輩民申始中のナワガニスタンからの少年も短則

佃で当激化した上される

31)例ミぱ、これまでテロ対挑として右劫であるとされ、各国で成果走上げて舌た通

信例受やお上り捉査上い0た対抗{,,必十しも有劉」に慢能し女いことを意咋Lてぃ

認1 面の広●:"上は、テロ組靴が支配他域を拡大するために,その周辺でテロを行う

ことなどであ"、線の展併」とけ、支配地城を出て、首都や大都市なピでテロを行う

こ上などである。粗識中枢や組鞭のメンバーシップが明砕であり、その活動を」巴掘

した"、于訓Lた"しやすい。例えぱ、コロンビアのテロ詔靴FARC (コロンピ

ア革市軍、 2016年コロンビT政巾と和平合意〕やフ iりピンのNPA (新人民軍)

によるテロか典型的であるが、立配地蝿や支配地域周辺で爆弾テロや勝拐を行った

り、首都や大都市なピで埠肌テロなピを行ったりしている

1 匡1傑テロリズムの安遁上凹本 63
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64 第2都国宗・赴ヨの危榊前理

3引帥14年10月6日に腎視庁は過激派粗融1$に参加するためにシリ丁への渡航を企

てたとして、北掘道大学の学生を刑法菊93条の私鼬予剛及び陰肌の卯で亭悩聴」攻及
び家宅捜索を行ウている。

3・1)ヨ015年1月帥日に、後腔他二氏じ陽川翅菜氏か拘東さ北、身の代金2健ドル〔杓

剖0但円)を要求する動回がウェプ上にフップきれた。 1月討日にけ、湯川氏の赴

害写真を舛っ皮慕氏とヨルダンに拘窯冬北ているサリダ・りシ十ウィ死刑仭の机
、役班能二氏との交換を要求するメτ,七ージが丁ツプさ九た。さらに、 1月訂日

には過撤派租纖ISに拘京ぎ丸たヨルダン人パ¥ロットの写真を"0茂恥氏の酢止

画と後鰈氏の音声で、りシャウイ死刑囚との早肌の交換を求めるメッ七ージが丁学

プされた。 1月29日には、文字ど修肺氏の音声で、りシイウ子死刑囚との交換とヨ

ルダン人パイロツトの段害を壁告゛るメソ七ージが丁ツプキ北た。そして2月1日

に1立、後詐他二氏の赴害映像と共に、今佐も場所を問わず日本人を段害する上答告
するメッセージがTツプさ九丈:,今回の亭件では、 5回メッセージが出キれてぃる

が、 2回目以降のそ丸ぞれのメウセージは,先に川きれたメナセージへの日本政府
の対広や旧*国民、 E本のメディア立どの圧応を見むがら捉のメッセージが出さ九

ていることから、日*の外交姿勢や目ホ人のメンタリテ fを理觧してぃる者の問与

が拠わ北る耶件である.一迎の計西は、日卞左巧みに引円Lて、ヨルダンを曇さ,,;

る、整碣かつ敬密な計両であ1」、過激派辺搬ISの中Ⅲ部が粒継酌に問与したテロ
事件で島ると詑者はぎえてぃる(図2参照)。

35)オサマ・甘ン・ラデ f ンは、 2003羊10月に「1島では、この抑圧酌幸耽争に参加す

る全ての国々、井に英国、フ、ペイン、寸一フ、トラリ丁、ポーランド,白木、 f タリ

アに対し、適当女"姻上場所において報慢ナる裡利を有十る」、知0、1年5同"日に

「日本やイタリ丁のような安保理の奴虻としてイラクに沸在寸る回の回民を霞害L

た者に壯,金500グラムき与える」むどの日本に言及Lた声明を出Lてぃる。ま

た, Tイマン・'ザワヒリも、 2008年4月に「日ホけ米回の同盟国で立"、攻柴対段
である」女どのヨ本に言及した声明を出している。

舗}ハリド,3・エイク・モハメドⅡ{ho"d sheikb M0岫nuDedj け、フル,カイダの

最高幹部の一人で、作靴粒括世任者であった人物で、 Tι・カイグによる数゛のテ

口事件に問与Lた上キ北る。20叫年にパキスタンで逃抽され、 20怖年にグ゛ンタナ

モ基地に収監さILた。な"、 1987年頃に来E L、"詞県に3か月問滞在Lて掘削偲

メーカーで研"を受けたとされるが、当時はイスラムの若者たちがアワガニスタン

でソ迅と戦0ていた時期であり、テロリストではむく、「自由の楓士」と呼ぱれて

いた時川で島る。

3わマニラ、シンガポール,ソウル、成田などを出発あるいは経由Lて,ホノルルや

サンフランシスコ、ロサンゼルス左どに向かうユナイテッド航空やノースウエスト

航空之どの米国航空憐を同時に19幟【Ⅱ儀という説もある」鼎破する計画。1995年
1月幻日から訟日にかけて実行される予定で畠0たが、直前に発批L、計西け阻止

さ北力0 このうちの4隈は日本紅由の航空巖であったとさ北る。もしこの計両が空

1 田際テロリズムの宝遷上ヨ* 65

行されていたなら、多数の日木人がテロの擬牲にな0ていた可能性が島る。

3S) 19悦年W月11日に、沖純南方公海上を飛行中のマニラ発七プ軽由戒田打きのワ f

リピン航空娼1便の憐内で爆弾が患発L、那覇空洋に緊急碧陸Lた。この排件て
Ⅲ本人 1名が死亡している。主た、 19蛤年2月ユ6日のニューヨーケ世界貿易七ン

タービル晃破叫件の犯人でもあるラムジ,ユ七フの犯行であ」)、米国航空鞭同時燥
破計画 iボジンカ計回)の辨験であ0たこ上が明らかと之。てぃる。
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i 公益財団法人公共政策調査会設立30周年記念論文集
『社会の安定と安全に貢献する調査研究機関』を目的とした設立から30周年を記念して
各分野の危機管理に携わる第一線級の実務家・専門家16名が寄稿した珠玉の論文集

現代社会に潜む危機・脆弱性を問う
危機管理総論から国家・社会の危機管理、企業の危機管理、地域社会・個人の危機管理、
危機管理法制の必要性まで、現代社会が当面する、あり得べき危機を正面から直視し、そ
の処方篝を得る

^

1
.

鼠懸帯雜'

.

三き

各分野を代表する実務家・専門家による示唆に富むノウハウ
テロ、自然災害、サイバー空間、感染症、企業不祥事、反社会的勢力、女性・子どもの安全等、
現代社会における様々な危機・りスクへの対処方法や起こりうる事態への準備について、

過去の実例から学び、課題を提議する。
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巻頭

日本大学大学院法務研究科教授前田雅英

第1部危機管理総論

危機管理総論

公益財団法人公共政策調査会研究センター長板橋功

第2部国家・社会の危機管理

1 國際テロリズムの変遷と日本
公益財団法人公共政策調査会研究センター長板橋功

2 テロ対策と技術

公益財団法人公共政策調査会研究センター主任研究員
山根弘

^

"、 釦,
゛

1 1 ↓

3 CBRNテロ

NP0法人NBCR対策挑進機構理事長井上忠雄

テロ防止のための捜査法

首都大学東京都市教養学部法学系教授星周一郎

自然災害の危機管理

関西大学社会安全学部社会安全研究センター長
特別任命教授(チェアプロフェッサー)、

阪祁・淡路大震災記念人と防災来来センター長

河田惠昭

4

^

9 災害時等の危機的状況における精神科的緊急医療
日本医科大学救急、医学研究科

救急医学分野救急科専門医、医学博士布施理美

第3部企業の危機管理

1 事件、事故対応
(株)共同通信デジタル執行役員りスク対策総合研究所長、
新東工業(株)監査役、(一社)海外邦人安全協会副会長、

(一社)危機管理情報共有基盤理事小島俊郎

2 現代社会の企業危機管理

^コンプライアンスの視点から
弁護士、 NP0法人シンクキッズ

一子ども虐待・性犯罪をなくす会代表理事

後藤啓二

5

ず

6 サイバー空間における危機管理
ーリスクと危機の侍怠量抑制」に向けてー

慶應鶴塾大学総合政策学部教授岡部正勝

フシナリオ:新感染症パンデミック
東京慈恵会医科大学分子疫学靭究部部長教授

浦島充佳
8 テロ、災害時等の緊急医療

日本医科大学大学院医学研究科

救急医学准教授、医学博士布施明

▼ 目拠俄糊

3 反社会的勢力との関係

虎門中央法律事務所代表弁護士今井和男

4 危機管理のためのナレッジ・マネジメント

地方公務員共済組合連合会監事四方光

第4部地域社会・個人の危機管理

1 地域社会の安全^科学的理論に基づく地域防犯活動
立正大学文学部社会学科教授(社会学博士)小宮信夫

2 女性、子どもの安全

FAXでのご注文は,切りとらずにそのままご送信ください。FAX 03-3233-287,

ご所属名

拓殖大学政経学部教授

第5部危機管理法制の必要性

危機管理法制の必要性

*現代危機管理論
現代の危機の諸相と対策

係名

おわりに

庁

に'記入いただいた個人情報は,購入申込み及びそれに伴うご運絡・弊社図書ご案内に利用させてぃただきます。)

〒101-0052 東京都千代田区神田小川町3-28-2

TEL:03-3291-1561(代表) http:,tachibanashobo.CO.jp誇ぎ〕.ι1ヒ書房

執筆者紹介

公益財団法人公共政策調査会理事長片桐裕

道府県

慶應義塾大学法学部教授大沢秀介

(署・隊・課)

氏名

守山正

ご担当者名

係名

汁

-24-

(TEL

部

氏名

*お申込みは合計部数だけでも承ります。
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海外で発生した日本企業関係等の主要事件・事故等一覧(1978~2021)
公益財団法人公共政策鯛査会研究室 2021.1現在

インシンカ社社長誘拐・殺害事件住ルサルハ'ドル; 5ケ月後に遺体で発見)5.18

インシンカ社取締役誘拐事7牛(工村ルハ'ドル;"79.4.1 に無事解放)12.8

コスタリカ松下社長襲撃、誘拐未遂事件(コスタリか;"警察と犯人との11.9

銃撃戦で重傷、12.2米ヒ、ーストンの病院で死亡)'一木
イラン・イラb戦争激化(イランより邦人国外脱出)
クルドゲリラ日杢電気社員 2 人誘拐事件(イラク;'85.9.11に2人無事解放)7

ウガンダ・クーデター(邦人緊急出国)"'"'
南イエメン内戦(邦人国外脱出)
ハイティ騒擾(短期滞在者脱出)
フィリピン政変(邦人一時国外退避)
リビアへの米攻撃(一部邦人国外退避)
イラン・イラク戦争都市攻撃激化{邦人社員負傷、イランより邦人緊急出圓
三差物塵マニラ支店長誘拐事件(フィリビン;'87.3.31に無事廓放)巧

乗京銀量りマ支店爆破事件(ペルー)。',""20

24 東京銀行りマ支店長襲撃事件(ペルー;銃撃戦で重傷を負う)
5.30 N P A、熊谷組現場事務所襲撃事件(フィリビン)
千代田化工建設ナイジェリア事務所長行方不明事件(ナイジェリア; 8
力月後に遺体で発見)'
ペルー日産襲撃事件(ペルー)
南アフり力航空機モーリシャス沖墜落事故(日本水産関係者38人を含む
日本人47人が死亡)
ラン・イラク戦争都市攻撃激化(邦人国外退避)
パナマ騒擾(邦人国外脱出)
チート航空機ハイジャ.ツク事件 (三菱重工社員 1 人2日後に無事解放)
ビルマ騒擾(邦人国外脱出)

パンアメリ、カン航空機英国上空爆破事件(三和銀行社員 1 人死亡)
三井物産ビエンチャン事務所長誘拐事件(ラね~タイ;'89. 3.9無事救出)
二や国天安門事件(邦人国外退避)'
東洋エンジニアリング技師射殺事件(タイ)
サンフランシスコ大地震
フィリピンクーデター未遂事件(邦人国外退避)
パナマ米軍介入(邦人国外退避)
ルーマニア騒擾(邦人国外脱出)
オイスカ職員誘拐事件(フィリピン;'90.8.2 に無事解放)四

イラク軍クェート侵攻(人質事件、周辺諸国邦人の退避)2~
25 マニラ・トヨタ自動車販売店爆破事件(フィ リピン)
NPA、熊谷組現地法人恐喝未遂事件(フィ リピン)
ホラt1レ日航マニラガーデン爆破事件(フィリ23 ピン;日本人8人負傷)
湾岸戦争(周辺諸国邦人の退避、テロ警戒)ー^

J I C A職員3 人射殺事件(ペルー)12

東芝社員2人誘拐事件(コロンビア;飴 '91.12.17に 2 人とも無事解放)
ザイール騒擾(邦人国外脱出)'
ハイティ・クーデター(出張中の日本人ビジネスマン等脱出)
マツダ社員襲撃事件'コロンビア;'92.2,10死亡)
協和海運グァム駐在員夫妻強盗殺害事件'(グァム)
J I CA職員刺審事件(ドミニカ共和国;妻は重傷を負つ)シチズン商事社員誘拐事件えパナ〒;'亜.3.27遺体を確認)
N P A、ノリタケ現地法人脅迫事件(フィリピン)
ヤクルト駐在員襲撃事件(ブラジル)
ロンドン金融街爆弾テロ事件(三和銀行等日本人19人が被害に遭う)
ロサンゼルス暴動(アメリカ)一」
バンコク騒擾(タイ)
日本人国連職員殺害事件(パキスタン)
日本人技術者殺害事件(サイパン)
タイ航空機カトマンズ空港墜落事件(ネパール;日本人18人死亡)
日本人駐在員強盗殺人事件(パプアニューギニナ)
日本人マレーシア駐在員強盗殺人事件,(タイ南音円
J I C A技術者竝致事件(イエメン;'93.2.6 無事解地)
ルフトハンザ航空機(フランクフ、ル F発カイロ経由アディスアベバ行)
ハイジャック事件(出張中のクボタ、シンコーエ業、ハッピーエ業の社
員の日本人3人搭乗、ニューヨークにて解決)
2フニューヨーク貿易センタービル爆破事件
マレーシア日系企業日本人社員射殺事件(タイ;93.3.27以降行方不明、
94.1遺体確認)

トミー日本人駐在員殺害事件(タ、イ;92.7より行方不明、 94.1遺体確認)
工万セル電子(松山市fインドネシア現地法人工場長穀害事件、'
NEC社員誘拐未遂事件(アルジェリア)園
NY電車内乱射妻件(米国ニチメン副社長軽傷)
住友商事出張社員殺害事件(インド)
イエメン内戦(商社、企業関係者を含む邦人96人が国外退避)
女性外交官殺害妻件(ブラジル)19

ダイワ精工駐在員刺殺事件(サイパン)15
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態展開の中心となった月
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